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神戸大学大学院人文学研究科



連携事業の目的と経緯
　本書は、神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターが実施している「歴史文化に基礎を置いた地
域社会形成のための自治体等との連携事業」の 2023（令和 5）年度事業報告書である。
　神戸大学文学部では、阪神・淡路大震災以来の地域貢献活動を踏まえ、自治体や地域住民と連携しな
がら、兵庫県内各地の歴史資料の保存・活用や歴史遺産を活かしたまちづくりを支援していくことを
目的とし、2002 年度から本事業を開始した。同年度に「文部科学省大学改革等推進経費」（単年度・1
千万円）の交付を受け、事業を発展させるための基盤整備として、2022 年 11 月に地域連携研究員制
度を創設。2003 年 1 月には文学部講内に「神戸大学文学部地域連携センター」を学内措置で設置した

（改組にともない、2007 年度より「人文学研究科地域連携センター」と改称）。以来、学内予算のほか、
文部科学省・自治体・国土交通省等の外部資金を受けながら、様々な研究活動や地域連携事業を推進し、
事業は本年度で 22 年目に入った。

本年度の事業概要
　人文学研究科地域連携センターの活動は、（1）地域の歴史文化をめぐる情報の共有や交流の促進、（2）
歴史文化を活かしたまちづくり支援と自治体史の編纂協力、（3）歴史資料・災害資料の保全・活用、（4）
地域歴史遺産を活用できる人材の育成、を四つの柱としている。（1）については、毎年「歴史文化を
めぐる地域連携協議会」を開催している。第 22 回目となる本年度は「地域歴史遺産を取り巻く多様な
取り組み－文化財保存活用地域計画を足がかりにしてー」をテーマとした。2019 年以降、兵庫県内を
含め全国で策定が進んでいる文化財保存活用地域計画を軸に、これに関わって文化財の保全・活用につ
いて多彩な取り組みを展開している３名の自治体職員の方にそれぞれの事例を報告いただいた。参加者
は 29 機関 55 名であった。当日の報告や討論の内容は、第 1 章に掲載している。
　なお、この協議会は、兵庫県教育委員会、人間文化研究機構基幹研究プロジェクト「歴史文化資料保
全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」、科学研究費助成事業・特別推進研究「地域歴史資料学を
機軸とした災害列島における地域存続のための地域歴史文化の創成」との共催であった。
　（2）と（3）については、以前から継続しているものも含め、本年度は約 25 の個別事業を展開した。
本年度の新規事業としては、小野市との共同研究「小野市小野地区歴史調査及び小野市市場町近藤廣家
文書目録作成」が開始されたほか、香美町の「文堂古墳と山陰道総合調査委員会」に当センターのスタッ
フが参画し、現地調査等に取り組んでいる。また、本年 10 月に、神戸大学附属図書館が、人文学・社
会科学データインフラストラクチャー強化事業（JDCat）の拠点機関に採択されたことを受け、災害記
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録の継承・共有分野、地域との連携による貴重書分野について、付属図書館と連携・協力して事業を進
めていくこととなった。（第 2 章・第 3 章）
　（4）については、現代 GP 事業によって開発された「地域遺産の活用をはかる人材養成事業（学生・
院生教育）」、および教員養成 GP 事業によって開発された教育プログラムが引き続き実施されている。
また、2012 年度まで取り組んできた特別研究プロジェクト「地域歴史遺産保全活用教育研究を基軸と
した地域歴史文化育成支援拠点の整備」事業（文部科学省採択）で開発した市民向けの人材育成プログ
ラム、「まちづくり地域歴史遺産活用講座」およびそのオプションプログラムである「古文書解読初級
講座」も、2013 年度より文学部の公開講座などとして実施されている（第 4 章）。
　センターを基盤研究組織とするプロジェクトは、2018 年度より始まった「歴史文化資料保全の大学・
共同利用機関ネットワーク事業」について、神戸大学は引き続き拠点校として地域の歴史文化の継承に
関わる様々な活動を展開、支援している。また、2009 年度に採択された科学研究費助成事業・基盤研
究（S）「大規模自然災害時の史料保存論を基礎とした地域歴史資料学の構築」、2014 年度に採択され
た科学研究費助成事業・基盤研究（S）「災害文化形成を担う地域歴史資料学の確立―東日本大震災を
踏まえて―」を受け継ぐ形で、2019 年度に採択された、科学研究費助成事業・特別推進研究「地域歴
史資料学を機軸とした災害列島における地域存続のための地域歴史文化の創成」（研究代表者：奥村弘、
課題番号：19H05457）についても、地域連携センターを拠点施設として様々な研究活動を展開した。

（第 5 章）
　さらに地域連携センター発行の年報『LINK【地域・大学・文化】』の第 15 号を刊行した。また、ホー
ムページの刷新を行い、新ホームページを来年度より公開予定である。その他、連携事業外でのスタッ
フの講演活動など、さまざまな情報発信をおこなうことができた（第 6 章）。
　本年度も地域連携センターのスタッフに加え、多くの方の協力を得ながら事業を進めることができた。
来年度以降も、引き続き地域連携事業を推進していく。本事業に多大なるご支援を賜った皆様に御礼を
申し上げるとともに、引き続き、ご理解・ご支援を賜るようお願い申し上げる。



序

第 1章　地域の歴史文化をめぐる情報の共有や交流の促進
第22回　歴史文化をめぐる地域連携協議会　	 　	 1
開催趣旨・プログラム　………………………………………………………………………………　	 1
開催挨拶　………………………………………………………………………………………　奥村弘	 2
主催者挨拶　…………………………………………………………………………………　長坂一郎	 3
趣旨説明　　……………………………………………………………………………………　井上舞	 4
報告①　文化財保存活用地域計画の作成－福崎町の現状と取組－　………………　長谷川幸子	 　6
報告②　” 三方よし ” の文化財調査の試み　　… ………………………………………　山本原也	 9
報告③　「0かけ算」を「かけ合わせ」で 1に
　　　　　　　　　　－かけ合わせで増やす文化遺産関係人口－　…………………　萩原康仁	 12
全体討論　　………………………………………………………………………………………………	 15

第２章　歴史文化を活かしたまちづくり支援と自治体史の編纂協力
兵庫県文化遺産防災研修会　…………………………………………………………………　井上舞	 24
兵庫県地域創成局地域遺産課との連携　……………………………………………………　奥村弘	 24
兵庫県教育委員会文化財課との連携　………………………………………………………　奥村弘	 24
神戸市との連携事業　………………………………………………………………　奥村弘・市沢哲	 24
包括協定にもとづく灘区との連携事業　…………………………………………………　木村修二	 25
神戸市を中心とする文献資料所在確認調査調査　………………………………………　木村修二	 25
住吉歴史資料調査会との連携事業　………………………………………………………　加藤明恵	 25
大学協定にもとづく小野市との連携事業　……………………………………………　出水清之助	 25
大学協定にもとづく朝来市との連携事業　…………………………………………………　井上舞	 26
部局協定にもとづく丹波市との連携事業　……………………　井上舞・出水清之助・木村修二	 27
大学協定にもとづく加西市との共同事業　…………………………………　井上舞・佐々木和子	 28
尼崎市との連携事業　…………………………………………………………………………　市沢哲	 29
三木市との連携事業　………………………………………………………………………　木村修二	 29
三田市との連携事業　………………………………………………………………………　加藤明恵	 32
丹波篠山市との連携事業　…………………………………………………………………　松本充弘	 33
明石市との連携事業　………………………………………………………………………　加藤明恵	 37
たつの市との連携事業　……………………………………………………………………　室山京子	 38
姫路市香寺町との連携事業　…………………………………………………………………　井上舞	 39
佐用町との連携事業　…………………………………………………………………………　井上舞	 39

目次



福崎町との連携事業　…………………………………………………………………………　井上舞	 39
猪名川町との連携事業　……………………………………………………………………　木村修二	 40
大学協定に基づく大分県中津市との連携事業　……………………………………………　奥村弘	 41
香美町との連携事業　…………………………………………………………………………　井上舞	 41

第 3章　歴史資料・災害資料の保全・活用
歴史資料ネットワークへの協力・支援　………………………………………　井上舞・木村修二	 42
附属図書館震災文庫への協力　……………………………………………………………　吉川圭太	 42
人文学研究科古文書室の所蔵文書整理　…………………………………………………　木村修二	 43

第 4章　地域歴史遺産を活用できる人材の育成
地域歴史遺産の活用をはかるリーダー養成教育プログラム　……………………………　井上舞	 44
特別研究「地域歴史遺産保全活用教育研究を基軸とした地域歴史文化育成支援拠点の整備」
事業を定着・普及させる活動　………………………………………………　加藤明恵・横山朋子	 46

第 5章　地域連携センターを拠点とするプロジェクト
令和元年度科学研究費助成事業特別　推進研究「地域歴史資料学を
機軸とした災害列島における地域存続のための地域歴史文化の創成」　………………　加藤明恵	 48
歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業　……………………………　井上舞	 50

第 6章　地域連携研究と研究成果の発信
地域連携センター年報『ＬＩＮＫ【地域・大学・文化】』の刊行　……………………　木村修二	 53
地域連携センタースタッフによる日本学術振興会科学研究費補助金研究　………………………	 54
講演会・市民講座等　……………………………………………………………………………………	 54

参考資料
地域連携センタースタッフ・協力者　…………………………………………………………………	 55





－ 1 －

第 1 章

地域の歴史文化をめぐる情報の共有や交流の促進

第 22 回  歴史文化をめぐる地域連携協議会
地域歴史遺産を取り巻く多様な取り組み
－文化財保存活用地域計画を足がかりにして－

　2024 年 1 月 21 日、神戸大学瀧川記念学術交
流会館において、第 22 回歴史文化をめぐる地域
連携協議会を開催した。今回のテーマは「地域歴
史遺産を取り巻く多様な取り組み－文化財保存活
用地域計画を足がかりにして－」であった。前半
の事例報告では、福崎町・小野市・加西市の自治
体職員の方が登壇し、各地域での取り組みについ
て報告いただいた。後半の総合討論では、文化財
保存活用地域計画やそこで扱われる文化財につい
て、また実際に地域計画に携わったコンサルタン
トや、委員として作成に関わった側からの発言も
あるなど、活発な議論が交わされた。
　本年度も午後からの開催であったが、前回より
も交流タイムを長めに設定し、参加者同士の交流
の時間が十分にとれるようにした。
　以下、当日の報告・討論の内容を掲載する。

（文責・井上舞）

開催趣旨

　神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター
では、2002 年の創設以来、地域の歴史文化の保
全・活用に関わる様々な活動を展開してきました。
地域には古文書をはじめ、民具、建造物、遺跡、
民俗行事、人々の記憶など、地域の歴史を知るた
めの膨大な史資料が残されています。私たちはこ
れまで、日々の活動や地域連携協議会などを通し
て、これらを保全・活用、そして継承していくた
めには、大学の研究者や郷土史研究者に限らず、
地域内外の多様な人々が関わっていくことが必要
であること、そうした関わりの中で地域歴史遺産
が生まれてくるということを提唱してきました。
　2019 年 4 月、文化財保護法が改正されました。

「文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総
がかりで、その継承に取組んでいく」（「文化財保
護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の一部を改正する法律の概要」より）ことを目
指した法改正を受けて、近年、各都道府県で「文
化財保存活用大綱」が、各市町村で「文化財保存
活用地域計画」の策定が進められています。これ
らを策定するために設置される協議会には、文化
財に関わる専門家に限らず、各自治体のまちづく
りや観光、防災などの関係部局をはじめ、商工会
や文化財所有者などの参画が求められています。
地域の歴史文化の保全と活用は新たなフェーズを
迎えており、今後、地域の歴史文化への関わり方
は、より多様性を増していくと考えられます。
　多様な人々が地域の歴史文化に関わることは、
無論歓迎すべきことであり、様々な立場からの関
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わりを通して、新たな価値が見いだされたり、新
しい活用の取り組みが生まれることもあるでしょ
う。とはいえ、近年の急激に進む文化財の活用推
進の流れの中で、保存とのバランスを考えつつ、
かつ「地域総がかりでその継承に取組んでいく」
ためには、丁寧な議論を重ねていくことも重要で
す。
　2023 年 5 月以降、コロナ禍による人々の移動
や活動の制限も緩和され、文化財の利活用に関す
る動き、そして多様な人々との関わりは、ますま
す活発化していくことが予想されます。今回の協
議会ではこうした状況を受けて、「地域歴史遺産
を取り巻く多様な取り組み」をテーマとしまし
た。町内の観光振興が進む中で地域の歴史文化の
保全・活用を目指して地域計画を作成した福崎町
の事例、地域計画の策定にあたって一般市民から
ボランティアを募り文化財の悉皆調査を行った小
野市の事例、そして保存と活用の境界を見極めな
がら多様な人々を巻き込む事業を展開している加
西市観光課の事例を取り上げ、現状と課題を共有
するとともに、今後の発展に向けて議論を重ねて
いきたいと思います。多数のご参加をお待ちして
おります。

プログラム

日時：2024 年 1 月 21 日（日）13:00 ～ 17:00
会場：神戸大学瀧川記念学術交流会館
主催：神戸大学大学院人文学研究科、同地域連携

センター
共催：兵庫県教育委員会、人間文化研究機構ネッ

トワーク型基幹研究プロジェクト「歴史文
化資料保全の大学・共同利用機関ネット
ワーク事業」、科学研究費特別推進研究「地
域歴史資料学を機軸とした災害列島におけ
る地域存続のための地域歴史文化の創成」

（研究代表者：奥村弘）研究グループ
13:00　 事務連絡
13:05　 開会あいさつ　奥村弘（神戸大学理事・

副学長）　

13:15　 主催者挨拶 長坂一郎（神戸大学大学院
人文学研究科長）

13:25 　問題提起 井上 舞（神戸大学大学院人文
学研究科）

13:45 　報告① 長谷川幸子（福崎町教育委員会）
「文化財保存活用地域計画の作成－福崎
町の現状と取組－」

14:15　 休憩
14:30　 報告② 山本原也（小野市好古館）「” 三

方よし ” の文化財調査の試み」
15:00 　報告③ 萩原康仁（加西市地域部観光課）

「「0 かけ算」を「かけ合わせ」で 1 に－
かけ合わせで増やす文化遺産関係人口
－」

15:30 　休憩・交流会
16:00 　全体討論
17:00 　閉会

開会挨拶

奥村　弘
神戸大学理事・副学長

　本日は足元の悪い中、お集まりいただきありが
とうございます。神戸大学を代表いたしまして、
御挨拶申し上げます。
　最初に、1 月 1 日の能登半島地震の発生に際し
て、亡くなられた方々に哀悼の意を表します。被
害に遭われた方々に対して、私たちも大学として
支援の輪を広げていきたいと考えています。
　能登半島の地震のニュースをみていると、29
年前の阪神・淡路大震災のことを思い出します。
テレビの情報や、現地に入られた防災関係の専門
家の皆さんと話をしていますが、阪神淡路大震災
の状況をもう一度再現するかのような現場が広
がっていると。地震のあり方だけではなくて、避
難所のことや、火災のことなど、「30 年間私たち
は何をしてきたんだろうか、非常につらい現場だ」
ということを何度も申されていました。
　この地域連携センターは、記憶をつないで、次
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の世代の人に利用してもらって、よりよい地域社
会をつくっていくというのを大きな目的としてい
ます。神戸大学としても、能登半島地震や今後起
こり得るであろうあらゆる災害に対して、対応を
進めていきたいと思っているところです。
　さて、人文学研究地域連携センターは歴史、文
化の領域を担当しています。２年前に各部局のセ
ンターの事業と、各自治体や地域団体との交流を
支援する地域連携推進本部が新たに設立されまし
た。私が担当理事で本部長をしています。多くの
地域の方々、そして、県内のいろいろな研究者と
も連携をしながら、地域の課題に取り組み、繋が
りを強化していきたいと思っておりますので、今
後ともよろしくお願いいたします。
　神戸大学では、来年が震災３０年ということで、
震災３０年の事業委員会を、学長を委員長として、
私が副委員長で進めているところです。その中で
震災の記憶の継承の問題というのは大きな課題の
一つであり、地域連携センターも関わる形でこの
課題に取り組んでいきたいと考えております。
　今年、人文学研究科とサンテレビとが連携して、
震災のときの映像を神戸大学の附属図書館ホーム
ページの震災文庫から見られるようにしておりま
す。1 月 17 日と 18 日の分を公開することがで
きましたので、見ていただければと思います。映
像だけではなくて、当時の生々しい音声も入って
おりますので、恐らく震災を経験された方も当時
のことを思い出されるのではないか…思い出すの
も大変なんですけども。そうしたことも今進めて
おります。
　また、神戸大学では、今年度から全国の人文社
会系のデータのインフラストラクチャーの強化事
業が始まりました。附属図書館と人文学研究科を
中心として事業を展開しています。先ほどの阪神
淡路大震災に関連した震災文庫の機能強化、それ
から、地域の資料をより見やすい形でもう一度地
域の方々に提供していくという活動を４年間にわ
たって進めていくことになっています。こうした
成果もぜひ大学として皆様にお返ししていきたい
と考えているところでございます。

　本日は、兵庫県教育委員会などに共催していた
だき、協議会を開催することができました。深く
御礼申し上げます。今日一日、しっかりと議論を
進めていきたいと思っておりますので、よろしく
お願いいたします。

主催者挨拶
長坂　一郎

神戸大学大学院人文学研究科長
人文学研究科地域連携センター長

　こんにちは。本日は御多忙の中、第 22 回歴史
文化をめぐる地域連携協議会にお越しくださり、
誠にありがとうございます。開催に当たりまして
主催者より一言、御挨拶申し上げます。
　人文学研究科地域連携センターは、阪神淡路大
震災で被災した歴史資料を救出、保全するボラン
ティア活動を踏まえて 2002 年に設立され、以来、
兵庫県内を中心に、自治体や郷土史団体、地域の
方々と連携して地域歴史遺産の保全・活用に取り
組んでまいりました。
　また、こうした事例の報告や活動を通して見え
てきた課題を共有するために、毎年、地域皆さん、
自治体、大学関係者が一堂に会するこの地域連携
協議会を開催しております。今回 22 回目という
ことで、この協議会を開催することができたのも、
ひとえに本日会場にお越しの皆様を初め、多くの
関係者の皆様の御支援によるものです。改めてこ
の場をお借りしてお礼申し上げます。
　今日の配付資料集に一覧が載っていますけれど
も、この協議会は 2003 年から今日まで休むこと
なく続いています。コロナ禍のときにもオンライ
ンという形で続けてまいりました。このように毎
年交流を進めていって、新たな課題を見つけてそ
れに取り組むことを続けることは大切だと思いま
す。毎年欠かすことなく続いているということが、
感銘を受けたところです。
　また、先ほど奥村理事のほうからもありました
とおり、能登半島地震が年始にありまして、現在
も大変な状況が続いていますけれども、そうした
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中で本協議会を開催して、地域歴史遺産の保全活
用についての意識を高めていくという機会を持つ
ことは大変意義深いことではないかと思います。
　今回の協議会では、「地域歴史遺産を取り巻く
多様な取り組み」をテーマとしました。近年、文
化財を取り巻く状況は大きく変化しています。副
題に文化財保存活用地域計画を足がかりにとあり
ますが、2019 年 4 月の文化財保護法の改正によ
り、都道府県で文化財保存活用大綱が、各市町村
で文化財保存活用地域計画が策定できるようにな
りました。兵庫県でも多くの市町で地域計画の策
定が進んでいるということです。
　これらの大綱、計画の策定・実施に当たっては
地域総掛かりで継承に取り組んでいくことが重視
されており、これまで文化財に関わってきた専門
家だけでなく、より多様な人々が文化財に関わる
ことが求められています。
　こうした状況を踏まえて今回の協議会では、福
崎町、小野市、加西市の方に御報告いただきます。
地域歴史遺産を取り巻く多様な取組に関する現状
と課題を共有し、今後の発展に向けて皆様と議論
を深めていきたいと考えています。
　本日の会場にも、大学、自治体、地域で活動さ
れている皆様など、様々な立場から御参加いただ
いています。地域の歴史文化を守り、未来へと継
承していくために、会場の皆様からも多様な御意
見をいただき、議論していければと考えています。
　また、本協議会では、各報告や総合討議を通し
て様々な事例や課題を共有するだけではなくて、
関係者間の交流の促進という目的もあります。こ
こ数年はコロナ禍のためにオンライン開催であっ
たり、対面開催の場合でも、休憩時間のときに会
話を控えてとまではなかったんですけれども、や
はりある程度意識してお願いしますということを
こちらもお願いしていたこともあって交流の促進
という面では十分に目的を果たすことができてい
ない面もありました。
　今回の協議会では、交流タイムとして 30 分ほ
どの時間を設けております。今回も地域住民の皆
様、行政職員の方、大学関係者など、様々な立場

の方に参加いただいています。交流タイムにはぜ
ひ気軽に様々な方と交流を深めていただきたいと
思います。今年から本当に通常どおりの開催とな
りましたので、存分に交流を深めていただければ
と思います。
　今回の協議会を通じて、人と人とのつながりが
深まり、地域歴史遺産を取り巻く多様な取り組み
に資するような場となれば幸いです。
　本協議会が実りの多いものとなりますよう祈念
しまして、挨拶とさせていただきます。ありがと
うございました。

趣旨説明

井上　舞
神戸大学大学院人文学研究科

　人文学研究科の井上と申します。本日は御参加
いただきありがとうございます。
　まず私から問題提起ということでお話をさせて
いただきます。今回のテーマは「地域歴史遺産を
取り巻く多様な取り組み」で、副題として「文化
財保存活用地域計画を足がかりとして」とつけて
おります。文化財保存活用大綱と文化財保存活用
地域計画については、よくご存じの方も、そうで
ない方もいらっしゃると思うので、最初に、文化
財保存活用地域計画について説明した上で、趣旨
説明に移りたいと思います。
　文化財保存活用地域計画ですが、平成 31 年 4
月の文化財保護法改正を受けて作られるようにな
りました。文化財保護法というのは、文化財を保
護するための法律ですが、このときの改正によっ
て、活用により重点を置いていこうという方向性
が出されました。文化財の保全・活用に携わる人
間にとっては結構インパクトのある改正であった
といえます。
　「文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運
営に関する法律の一部を改正する法律の概要」と
いうものが、文化庁によって取りまとめられてい
ますが、その趣旨として「過疎化、少子高齢化な
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どを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急
の課題であり、未指定を含めた文化財をまちづく
りに生かしつつ、地域社会総がかりでその継承に
取り組んでいくことが必要。このため地域におけ
る文化財の計画的な保存・活用の促進や地方文化
財保護行政の推進力の強化を図る」ということが
書かれています。
　また、地域における文化財の総合的な保存・活
用ということで、都道府県が文化財の保存・活用
に関する都道府県としての指針、総合的な施策の
大綱を策定できる。そして、市町村にあっては、
都道府県の大綱を勘案しながら、文化財の保存・
活用地域計画を策定できるということが決められ
ています。これを受けて、各地で地域計画の作成
が進んでいます。
　文化財保存活用地域計画というのは、「各市町
村において取り組んでいく目標や取組の具体的な
内容を記した当該市町村における文化財の保存・
活用に関する基本的なアクションプラン」です。
文化庁の HP では、「文化財保存活用地域計画に
おいて、文化財の保存・活用に関して当該市町村
が目指す将来的なビジョンや具体的な事業等の実
施計画を定め、これに従って計画的に取組を進め
ることで、継続性、一貫性のある文化財の保存・
活用が一層促進されます。」また、「当該市町村に
おける文化財行政の取組の方向性を計画として対
外的に明示するとともに、作成した文化財保存活
用地域計画を広く周知し、民間団体等の様々な関
係者のみならず、地域住民の理解、協力を得るこ
とにより、地域社会総がかりによる、より充実し
た文化財の保存・活用を図っていくことが可能に
なります」と説明されています。
　大きくまとめると、文化財を総合的、一体的に
把握するということ。未指定、指定の関係なく、
文化財を面で捉えて、そこから文化財を生かして
いくためのストーリーをつくって、それをみんな
で活用していこう、という形で計画をつくってい
く、というのが基本的な流れになっています。
　参考資料として「文化財保護法に基づく文化財
保存活用大綱・保存活用地域計画・保存活用計画

の策定等に関する指針」を配布していますが、地
域計画を作成する際には、「協議会を設置して多
様な関係者の意見を踏まえることが望ましい」と
あります。文化財の専門家に限らない、行政や民
間の人々の参画が求められています。また計画は、
作ってそれで終わりではなく、出来上がった計画
は文化庁に申請し、認定を受ける必要があります。
　平成 31 年 4 月の文化財保護法改正以降、各地
で大綱と地域計画の作成が進められてきました
が、文化財保存活用大綱に関しては、現在 47 都
道府県のうち、先週末の段階では 44 道府県が作
成しています。地域計画のほうは、文化庁のホー
ムページによると、2023 年 12 月 15 日段階で、
139 の市町村が認定を受けています。兵庫県は、
神河町、加西市、香美町、丹波篠山市、淡路市、
明石市、西宮市、神戸市、福崎町、小野市、新温
泉町の 11 市町が認定されています。また、まだ
認定はされていませんが、県内のその他の市町で
も作成が進んでいるという話も聞いています。
　文化財保存活用地域計画とその作成状況、とい
うのは今述べたような通りです。ただ、今回の協
議会に関しては、この計画そのものを議論する意
図はありません。まだこうした動きが始まったば
かりですし、今後長い時間をかけて評価していく
ものであると考えています。
　今回の協議会で議論したいのはむしろ、メイン
タイトルの「地域歴史遺産を取り巻く多様な取り
組み」です。先ほど、地域計画の策定には協議会
を開催して、多様な人々が参画することが望まし
いとありました。近年の文化財行政については、
活用への流れが強くなっています。地域計画でも
その傾向が強く出ていますし、計画が策定されな
かった市町村でも、同様に活用重視の流れになっ
ていくと思います。地域連携センターでは、開設
当初から、様々な人々との関わりが大事である、
多様な人たちの関わりの中で、地域に残っている
歴史遺産、地域の文化が地域歴史遺産になってい
くと伝えてきました。ですので、現在の状況はあ
る意味歓迎すべき状況でもあります。色々な立場
からのかかわりを通じて、新たな価値が見いださ
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れたり、新しい活用の取組みが生まれることもあ
るかもしれません。とはいえ、活用重視の流れが
あまりに急激に進んでいることに対しては、一抹
の不安もあります。
　こうした状況にあって、保存と活用のバランス
を考えつつ、多様な人々とともに地域総がかりで
地域の歴史文化の継承に取り組んでいくために
は、丁寧な議論が必要になってきます。そこで今
回の協議会では、この後の 3 人の方の報告を通
じて、地域歴史遺産をとりまく多様な取り組みに
ついて、現状と課題を共有するとともに、今後の
発展に向けての議論を重ねたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

報告①
文化財保存活用地域計画の作成－福崎町の現
状と取組－

長谷川　幸子
福崎町教育委員会

　福崎町教育委員会社会教育課の長谷川と申しま
す。よろしくお願いいたします。
　今日は、福崎町の文化財保存活用地域計画に関
する現状と取り組みについて報告いたします。
　福崎町では、平成 21 年度から福崎町の地域歴
史遺産掘り起こし事業として、神戸大学大学院地
域連携センターと共同研究を開始しています。町
内にある柳田國男・松岡家記念館、神崎郡歴史民
俗資料館、三木家住宅で開催している特別展示へ
の指導・協力をはじめ、柳田國男の生家である松
岡家の調査・研究や、三木家文書の調査・分析、
地域住民と協働した地域史料の調査・整理・展示
など、様々な形で協力いただいています。今回の
文化財保存活用地域計画の作成にあたっても、協
議会への参加や現地調査などで協力いただきまし
た。
　本日の報告では、まず福崎町の概要、そして福
崎町が地域計画を作成することになった背景、作
成の進め方、作成後のことなどをご紹介します。
　福崎町の文化財保存活用地域計画ですが、令和

2 年度から 4 年度までの 3 カ年をかけて作成し
ました。これまで歴史文化基本構想などを作成し
ていなかったので、文化財保護行政の基本的な計
画としてはこれが初めてのものとなります。作成
にあたっては、学識経験者・商工観光・まちづく
り団体等の諸関係者、行政などで「福崎町文化財
保存活用地域計画協議会」を組織し、協議を重ね
ながら計画を作成し、令和 4 年 7 月に文化庁の
認定を受けました。現在、兵庫県内の地域計画は
11 市町が認定されており、福崎町は 9 番目の認
定となっています。
　さて、福崎町は、兵庫県の中央のやや南に位置
し、東は加西市・西および南は姫路市、北は市川
町に隣接しています。町域の面積は約 46 平方キ
ロメートルという小さな町です。人口は現在約
1.9 万人で、平成 17 年に 2 万人を超えたのをピー
クに減少に転じ、高齢化も進んでいます。昔から
北条街道、生野街道が交わる交通の要衝として栄
え、現在も中国縦貫自動車道と播但連絡道が交わ
るインターチェンジがあります。歴史的には、福
崎町域には近世期には 32 の村があり、全域が姫
路藩領でした。現在はこの 32 の村から続く自治
会と、福崎駅周辺に家が増えたことによってでき
た「駅前」という自治会の、計 33 の自治会があ
ります。これらの村々が明治期の合併により、田
原村・八千種村・福崎村（大正 14 年に福崎町）
の 3 ヶ村になり、その後昭和 31 年に、1 町 2 村
が合併して現在の福崎町が誕生しました。地域計
画の作成に関する住民アンケートで、「福崎町で
大切だと思う歴史文化遺産は何ですか」という質
問をしましたが、その中で 1 位となったのがい
わゆる「播州の秋祭り」でした。この祭りも合
併前の 1 町 2 村のまとまりで行っています。そ
れぞれのまとまりの中での繋がりは強固で、よく
知っているけれど、それ以外の地域のことは知ら
ない。特に町内の真ん中を市川が流れていますが、
その川の向こう側のことは知らないという声を今
でもよく聞きます。
　それから町のホームページに「民俗学柳田國男
ともちむぎ麺のまち」というキャッチコピーがあ
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ります。日本民俗学の父、柳田國男が生まれ、幼
少期を過ごしたのが福崎町です。そのため「民俗
学のふるさと」というキャッチコピーも使われて
います。また最近では、妖怪で地域おこしが進め
られています。去年の秋に園田学園女子大学の学
園祭で福崎町のブースを出しましたが、そのとき
お客さんから「河童を見に行ったが、あれが福崎
町だったのですね」と言われました。阪神間の方
も見に来られていたことが分かったと同時に、福
崎町という町名は特に覚えられなかったのだと思
いました。
　もともと福崎町は観光が中心の町ではありませ
んでした。それが柳田國男の功績を手がかりに観
光振興を図っていくということで、平成 26 年度
に柳田國男の成果生家が移築されている辻川山の
公園に、池から河童が出てくる装置を設置しまし
た。これがメディアに取り上げられ人気を博しま
した。平成 25 年と 26 年を比べると観光客が大
幅に増えています。ここ 10 年で観光客は約 2 倍
となり、近年は 41 万から 40 万の間で推移して
います。日帰りの観光客が多数を占めていたため、
滞在時間や宿泊客を増やすことが課題で、令和 2
年度に県指定文化財である三木家住宅を活用した
ホテル・レストランがオープンしました。これに
よって令和元年度から 2 年度にかけての宿泊者
数が 1,000 人ほど増えています。
　今回の報告にあたって、昔の観光地図を調べて
みました。町勢要覧に初めて観光地図が出てきた
のが昭和 51 年です。これを見ると、現在歴史文
化遺産として名前が挙がる場所がすでに掲載され
ています。このときは、遺跡や、産業として瓦、
松茸なども紹介されています。
　次に昭和 61 年の地図です。ここで初めて辻川
に「民俗学のふるさと辻川界隈」という記載が見
えます。同年に制定された町民憲章でも同じ表現
が出るようになってきました。このように、昭和
61 年あたりから、辻川界隈を中心とした柳田國
男の功績を生かしたまちづくりの取り組みが見ら
れるようになります。
　さらに平成 8 年に町が作成したマップでは、

民俗学・辻川界隈が大きく取り上げられ拡大地図
まで掲載されるようになります。昭和 61 年には
地元の取り組みが主だったようですが、ここでは

「民俗学の道」を町がカラー舗装するなど、町と
して地域振興・文化観光を進めようとしているこ
とが感じられます。また昭和 61 年から特産品と
してもちむぎの生産・加工が進められており、平
成 7 年にもちむぎ製品を食べられるレストラン、
ショップが整備されて、それも地図に載っていま
す。以前の地図に載っていたイチゴやシイタケは
姿を消しています。
　そして令和 5 年の観光マップです。妖怪がマッ
プに登場するようになりました。あわせてこれま
であった文化財、歴史文化遺産といったものも観
光活用ということでマップの中に取り上げられる
ようになりました。
　このように近年、今までと違う形で推進される
ようになった福崎町の文化観光ですが、平成 27
年度の福崎駅の再開発に伴って、文化と観光が連
携したまちづくりに取り組むことになりました。
ちょうど文化財保護法改正とも重なって、このと
き文化観光のまちづくりを推進する協議会もでき
ています。この流れの中で活用されることになっ
たのが、先ほども登場した三木家住宅です。
　ここは、1655 年に姫路藩の新田開発の呼びか
けに応じて福崎の辻川に移り住んだ三木氏の邸宅
で、姫路藩の大庄屋を務め、福崎の政治・文化の
中心となってきた建物です。敷地内全ての建物が
県の指定文化財となっており、平成 16 年に所有
者から町に寄贈を受けました。建物は古い物で
建築から 300 年以上経ち、大変傷んでいたため、
平成 22 年度から保存・活用のための工事が始ま
りました。主屋を対象にした１期工事が 28 年度
に終わり、令和元年度から主屋以外の工事が始ま
る予定でしたが、文化財の補助金を受けて工事を
進めることが厳しくなり、ほかの方策を探すこと
になりました。このときに文化財の活用というこ
とで、指定管理者が経済産業省の補助金を利用し
て、主屋以外の部分を宿泊施設・レストランとし
て改修することになりました。ものすごい早さで
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この計画が進んでいったのですが、そのときに
思ったことがありました。
　福崎町には、文化財の保存活用に関する中長期
的な計画や基本構想がありませんでした。どう
やって文化財を保存・活用していくかという方針
が定まらない中で三木家住宅は観光振興を主眼と
してホテルになってしまった。文化財を継承して
いくという共通の目的がないまま計画が進み、保
存という視点が抜け落ちているように思え、強い
危機感を覚えました。また、活用が進むにつれて、
文化財担当課以外に文化財に関わる課や人も増え
ていきます。そうすると関係者間の中で、文化財
の価値や保存についての考え方に齟齬が生まれて
きます。考え方を共有して、正しく歴史を理解し、
次の世代に残していけるように活用していく、そ
れを前提で考えていく、という共通理解が必要だ
と思いました。そしてもうひとつ、福崎町は人口
減少が進んでいます。地域計画には「地域総がか
り」で歴史文化の保存・活用に取り組むとありま
すが、これまで福崎町では辻川界隈を中心に施策
が進んでおり、町全域の歴史文化にも目を向けて
いく必要がありました。この三つの背景を踏まえ
て、多様な主体の一人一人が歴史文化に興味関心
を持って、歴史文化遺産を大切に思う心を育み、
地域総がかりによる歴史文化遺産の保存・活用を
進める第一歩にしたいという思いで地域計画を作
ることになりました。
　福崎町の文化財保存活用地域計画の目標は「美
しき村を目指す歴史文化まちづくり」としていま
す。「美しき村」とは柳田國男の著書に出てくる
言葉です。住む人一人一人の心持ちで村はよくも
悪くもなるということで、「美しき村」を作るた
めに歴史文化を大切にする心をみんなで育みま
しょうということです。
　地域計画を作成する際に、作成側として行いた
かったことが２つあります。ひとつは歴史文化遺
産のデータベースを作ること。今回の地域計画で
は文化財の悉皆調査をしていませんが、30 年前
の町史編さん時に調査した文化財の現況確認をし
てデータベースを作りたいと思いました。もうひ

とつは、町内の様々な地域に光をあてたいという
ことで、地域づくりに活用できるストーリーのあ
るツールを作成することです。
　まず、文化財の現況確認調査ですが、町誌編さ
ん時に作られた石造物等の資料カードには所在場
所の詳細が書かれておらず、おおよその小字と写
真があるだけで、場所の特定ができないものが多
くありました。そこで区長さんを通じて各自治会
に文化財の現況確認を依頼しました。多くの住民
の方が協力くださり、この調査によって自分たち
の区にある歴史文化遺産を知った方も多かったで
す。歴史文化遺産への興味、関心を高めるような
効果がありました。また、調査を通して、町史編
さん時に確認されていなかった資料が発見された
こともありました。この調査によって 2,210 件
の歴史文化遺産を把握することができました。
　もう一つ、ツール作成ですが、町内の多種多様
な歴史文化遺産を各特徴に基づいてまとまりとし
て捉え、分かりやすく解説するというものにしま
した。一つ例を挙げると、「人・物・情報の十字路」
というタイトルをつけていますが、福崎は主要な
交通路が通っていたので、それに関連する歴史文
化遺産を解説しまとめています。路傍の道標、地
蔵などは町内のどこの地区にもあり、これをつな
げることでひとつのストーリーができ、これを手
がかりに地域おこしもできるのではと考えていま
す。
　地域計画を作って良かったところは、この計画
を一冊にまとめることによって、歴史文化遺産は
正しい理解に基づいて活用をしていくことが大切
だという共通理解が生まれたことです。最初の思
惑通り、データベースをまとめることもできまし
た。地域計画の資料集は、各自治会ごとに歴史文
化遺産を取りまとめて各戸配布しています。これ
を見た方から、教育委員会に身近な歴史文化遺産
の情報が入るようになりました。こうした地区の
基本情報とあわせて、今回の地域計画の作成で重
点を置いた部分ですが、歴史文化遺産の所在情報
と防災マップを重ね合わせたものを作りました。
もし災害が発生したら、どのような被害があるの



－ 9 －

かを地域の方に知ってもらうという意味で、文化
財の防災を意識したものになっています。
　そのほか、現況調査の依頼や聞き取りを行った
ことで、行政と地域の関わりが深まりました。地
域の人の興味、関心が高まって「あそこで蔵が壊
されているよ」とか、「近所の人が田んぼで古い
ものを燃やしよるけど、見にきた方がええんちゃ
うか」とか、そういう情報をいただけるようにな
りました。知らないうちに何かがなくなっている
ということが、この計画を作ったことによって
減ったのではないかと思います。
　計画の実施にともなう、地域の資料調査では、
見つかった資料を住民の方と一緒に調べたりして
います。また、地域での資料整理の成果を展示を
したときのことですが、絵図を皆で見ながら、「昔
こんなものがあったんだ」という話を地域の方が
されたり、昔遊んでいた場所を子供と探検したり
されていました。また、お堂の中にある掛け軸を
皆で調べるという活動もありました。このほか、
自治会ごとに地域史を作ろうという動きも出てき
ています。
　今後の課題ですが、地域計画を作っていく中で、
役場の各課の中で文化財のことは教育委員会に話
をしておいた方がいいという雰囲気は生まれてき
ましたが、まだそれほど横の繋がりが広がったわ
けではないので、関係機関の連携を推進していき
たいと思います。
　それと観光活用ですが、地域歴史文化遺産の観
光活用自体は文化遺産に関わる人が増えることに
なるので、たとえ町民の方でなくとも関わる人が
増えるということは、人口減少の中では大切なこ
とだと思います。そこでの課題は、「妖怪を見て
面白かった」「福崎町に行ったかどうかは分から
ないけど面白かった」というだけでなく、それを
きっかけとして町の歴史文化などに触れてもらう
ことが大事ではないかと思います。
　あとは先ほど紹介したとおり、地域史ができた
り、自分たちで資料を調べたりという活動が進ん
でおりますので、その住民の取り組みを支援して
いくことが必要だと思います。また、学校教育と

の連携なども進め、子供のころから歴史文化の大
切さを知ってほしいとも思います。このように地
域計画の作成を通して、多様な人々との関わりを
連携しつつ進めていきたいと考えているところで
す。
　以上で発表を終わらせていただきます。どうも
ありがとうございました。

〈個別質問〉
〇奥村弘　先ほど地域史の作成が進んだという話
がありましたが、地域計画と具体的にはどういう
関わりでそれが動いたのでしょうか。
〇長谷川　具体的に地域計画の計画に基づいて地
域の方が作ったわけではありませんが、地域計画
を作成したときに、地域の方に調査に関わっても
らったこともあって、地域の方が自主的に自分た
ちで知っていることをまとめていったということ
で、（計画の作成が）ひとつの契機になったとは
思います。

報告②
”三方よし ”の文化財調査の試み

山本　原也
小野市好古館

　皆さんこんにちは。御紹介いただきました小野
市教育委員会、小野市立好古館の山本原也と申し
ます。
　本日は「三方よしの文化財調査の試み」と題し
まして、小野市文化財保存活用地域計画の作成を
通して行った文化財の悉皆調査の取組についてご
紹介します。本日お話しする内容は、地域連携セ
ンターの年報『LINK』の第 14 号に寄稿させてい
ただいた内容を基にしておりますので、よろしけ
ればこちらもご覧ください。
　はじめに、小野市文化財保存活用地域計画につ
いての話です。地域計画は令和 3 年度から令和 5
年度の 3 か年をかけて作成しました。昨年 12 月、
文化庁で文化審議会が開かれ、文化庁の認定を受
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けることができました。そして、令和 6 年度か
ら実際に計画に記載されている内容を具体的に進
めるフェーズに移っていくという状況にありま
す。
　文化財調査というと、小野市のみならず、県内
の各自治体で行われています。特に、地域にある
文化財を地域の皆さんと一緒に調べようという取
組は、先ほどの福崎町の取組をはじめ、全国にた
くさんあります。その中で小野市では、地域計画
の作成にあたって、どういったことに重きを置い
て、どういった考えで具体的に調査をしていった
のかを、重点的にお話したいと考えています。
　まず、なぜ調査をしたのかということですが、
福崎町の報告にもあったように、まず、保存・活
用する対象となる文化財がどこにあるかを、正確
に把握する必要性に迫られて調査を行っていきま
した。そして、多種多様な文化財がある中で、小
野市では地域コミュニティーによって維持されて
いる仏像や村堂など、皆さんも一度は御覧になっ
たことがあるであろう小さなお堂を対象とするこ
とを決めました。
　その理由ですが、人口減少や地域コミュニ
ティーの変容によって文化財の保護が今現在既に
難しくなってきている状態にあるということが確
認されたからです。小野市ではまだ被害はありま
せんが、全国的に管理の行き届かなくなったお寺
やお堂、神社などから文化財が盗まれる事件が近
年多発しております。そういう未来が訪れないこ
とにこしたことはありませんが、そういった未来
に備えて、今のうちにどこにどのような文化財が
残っているのかを把握しようと考えた次第です。
　お堂のある場所についてはすでに調査が行われ
ていましたが、中に残っているものについては、
ほとんど未調査でしたので、地域計画に合わせて
調査を行いました。ただ、市内にそういったお堂
は 88 か所あるのですが、全てを市の職員だけで
やるのは、時間的にも労力的にも難しいというこ
とで、好古館の中で議論し、ぜひ地域の皆さんに
も調査に携わってもらえないかということでボラ
ンティアを募集しました。

　小野市立好古館という名前からヒントを得て、
ボランティアの方を我々は「好古人」と呼んでい
るのですが、市内外の 10 名の方から申込みがあ
りました。令和 3 年の 9 月 20 日に講習会を行い、
ボランティアの皆さんはこれを必ず受講するよう
にお願いをしました。その様子がこの写真ですが、
小野市の浄土寺の文化財防火デーの消防訓練の様
子などを紹介しながら、市や学芸員がどのように
文化財を守る取組みをしているのか、そして、ボ
ランティアの方たちにはどういったことを期待し
ているのか、そういったお話をさせていただきま
した。また、講習会では座学と、実際に現地で使
える技を習得してもらうということで、好古館に
収蔵している仏像などを用いて写真撮影や計測の
デモンストレーションを行いました。
　これは実際の調査の写真です。計測をしている
人物が当館の職員、私の上司で、記録を取ってい
る 2 人はボランティアの方です。資料に「三方
よし」とあるように、文化財を管理する方や、お
守りされている地域住民が、文化財の価値、存在
と価値を知る。ボランティアの方が活動を通じて
自己実現と研さんを図る。そして、我々博物館の
職員が調査のデータを蓄積する。三者がそれぞれ
ウィン・ウィン・ウィンの関係で調査ができるよ
うにいろんな工夫をしました。
　小野市内には 6 地区がありますが、調査は令
和 3 年の 11 月から翌年の 3 月にかけて地区ごと
に行っていきました。調査にあたっては、自治会
の役員会や、代表区長会などに出向いて、調査の
趣旨を説明した上で、お堂の管理人の方の連絡先
を把握し、個別に連絡を取って、日程や時間を調
整して当日を迎えるという流れになります。
　写真は実際の調査の様子で、弘法大師像の計測
をして調書を取っています。どんなものがお堂の
中に残っているかというと、基本的に一番多いの
は仏像です。ご本尊や脇侍などです。小野市外
の状況はよく分かりませんが、88 か所のうち 80
か所以上で弘法大師像が確認されて、非常に弘法
大師像が多いということが判明しました。それか
ら、お堂の中で石のお地蔵さんなどが祀られてい
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る、お祭りされている本尊が自然石であるという
パターンもありました。写真は浄土寺にゆかりの
あるお堂で、浄土寺の創建に携わった方に言われ
があるという情報を聞き取ることができました。
　それから、写真は高さ 5 センチ程度の小さな
仏像ですが、お堂の壁に掛けてあったようで、今
は取り外されてしまったもの。それから仏具。そ
れから、かつてご住職がおられたお堂などには位
牌が残っていたりしました。仏画もあります。
　実際の調査の様子も動画でご覧いただこうと思
います。
　（動画）
　これはお堂の中に厨子があって、その中に鎌倉
時代の地蔵菩薩立像がありました。その計測と、
錫杖と宝珠を持っているなどの情報や、欠損部位
の確認などをしている状況です。仏像やその各部
位の名称、それから年号が西暦何年になるのかと
いった一覧表を使って、調査したものが何である
のかというのを、すぐにみんなで情報共有ができ
るような体制をとっていました。
　調査成果ですが、新規に把握した文化財の件数
は 829 件。中でも江戸時代後期以降のものが多
く確認されました。小野市は中世の終わりぐらい
に隣の三木市で三木合戦という非常に大きな戦が
あり、その戦いで多くの寺社が焼き払われたとい
う伝承が伝わっていますので、そういったことを
示しているのかもしれません。ただ、中には平安
時代であったり、鎌倉時代にさかのぼるような仏
像が新規に確認されましたので、今後は指定文化
財にするなど、法的な保護措置を検討していきた
いと考えています。
　それから、こちらの写真では、手前のほうで職
員とボランティアが調査をしていますが、その奥
で地元の方々が手を合わせて、非常に興味深そう
に調査の様子を御覧になられております。見つ
かったのは棟札ですが、いつの時代にどういった
改修が行われたのかということを、地元の方との
調査を通して共有することができました。
　それから、こちらは江戸時代前期の仏像群です。
兵庫県の東播磨あたりで近年、確認事例が増えて

いるのですが、神戸市西区の神出出身の仏師、厚
木民部・保省という親子の作例を小野市内で今回
初めて確認することができました。
　お堂ごとに報告書を作成しましたが、十分な予
算がないので、全て職場のプリンターでカラー印
刷した手刷りのものとなります。これを好古館と
地元とで共有しています。
　こういった報告書があると、盗難などの際に必
要な情報にもなりますし、データベースとして保
管しておけば、今後 5 年、10 年先に追跡調査と
いう形で、当時あったものが今もあるのかという
確認をすることもできると思います。
　そして、好古館が調べたという価値づけをする
意識もあります。例えば震災でお堂が倒れてし
まった場合、粗大ゴミに出してしまえばそれまで
ですが、好古館が調べたという記録があれば、捨
てられる前にレスキューされる可能性もあるので
はと期待しています。
　好古人（ボランティア）との協働という面で言
いますと、参加延べ人数は令和 3 年度の 1 年で
217 人となりました。それから広報誌の 2022 年
3 月号で、好古館の取組や悉皆調査のことなどを
掲載し、市民の皆さんに周知を図ってきました。
　令和 4 年 5 月 28 日には、参加していただいた
ボランティアの皆さんに集まっていただき、調査
成果報告会を開催しました。ボランティアとして
調査に参加された 10 名全員が報告会に参加して
いただきました。職場体験の中学生も参加して、
中学生には少し難しい話だったかなと思います
が、今回の調査成果によってどういったことが分
かったのか、そういったこともボランティアさん
と改めて情報共有をさせていただきました。その
かいあってか、仏像だけでなく、ほかのジャンル
の文化財調査もやってみたいという声も上がりま
して、令和４年度、令和５年度についても、ボラ
ンティアの皆さんと一緒に文化財調査の継続をし
ているところです。
　最後に少し、小野市文化財保存活用地域計画の
話をしたいと思います。資料には文化財保存活用
地域計画の序文を引用しております。こちらの序
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文は、非常に強い思いを込めて書いたものになり
ます。「人々の営みにより、多様な文化財が生み
出され、長い年月のなかで培われ、そして私たち
の暮らしに学びをもたらしてくれています。文化
財は、地域固有の歴史や文化を正しく理解するた
めに欠くことのできないものであり、将来の発展
の礎となります。」と書いています。
　ここにいらっしゃる皆さんは、文化財に興味関
心があり、実際に調査などの活動に携わられてお
られる方もたくさんいらっしゃると思います。小
野市の計画として、改めてこの当たり前のことを
文章化して、文化財サイドの持つ価値観を市役所
の内外で共有することができることに非常に意義
を感じることができました。それを踏まえて、こ
の小野市の計画の基本理念を「文化財の保存と活
用を通じて人々の幸福を追求する」と設定しまし
た。
　具体的には、５つの取組分野として「学ぶ、活
かす、守る、伝える、整える」という 5 つの取
組を設定して、60 以上の具体的な措置を中に盛
り込んでいきました。共通して言えることは、そ
の資料に書いてある３つの項目と考えています。
　上から読み上げますと、「市民が「文化財は必
要である」という認識を持つ場をつくる」、文化
財にまつわる「味方を増やす」、「文化財のセーフ
ティーネットとしての博物館・学芸員の役割」が
重要であるという３点に結びつけられるのではな
いかと考えております。
　以上で、私からの発表を終わらせていただきま
す。どうもありがとうございました。

報告③
「0かけ算」を「かけ合わせ」で 1に－かけ合
わせで増やす文化遺産関係人口－

萩原　康仁
加西市地域部観光課

　皆様こんにちは。加西市地域部の観光課の萩原
と申します。私のほうはちょっと地域計画とから
離れまして、活用のお話をしたいなと思っており

ます。
　最初に、観光課の人間が何でここにいるのか、
ということにもなりますので、簡単に自己紹介し
たいと思います。私ですが、平成 6 年に文化財
担当として加西市教育委員会に入庁しました。埋
蔵文化財発掘調査などに関わっていましたが、平
成 11 年に、市長部局となっていた市史編集室に
異動となり、加西市史 10 冊分の編さんに携わっ
てきました。神戸大学ともこの時期にお付き合い
が始まりました。それから 15 年間、市史編纂事
業が機構改革等で動くのにともなって異動し、そ
の後、平成 27 年の 7 月に、教育委員会の生涯学
習課の文化財と郷土資料の担当になりました。そ
れから令和 3 年度まで生涯学習課で活動してい
ました。この間に、文化財保存活用地域計画、そ
れの一つ前の歴史文化基本構想などもつくらせて
いただきました。加西市は地域計画を割と早い段
階で、県下でも香美町さんと並んで２番、３番の
順番のところで作成しましたので、中身としては
いろいろプロトタイプ的なつくりになっていたか
と思います。今の地域計画に比べたら、僕らのと
ころは少し浅いところもあったかなと今では思っ
ているところです。
　そして、平成 4 年 4 月に文化・観光・スポー
ツ課へ芸術文化担当として異動しました。令和 5
年度の10月に機構改革があり、文化・観光・スポー
ツ課が 2 つに分かれて、今度は観光課の担当に
なりました。ですので、観光課になってまだ３か
月ぐらいしかたっていません。こういう経緯の中
で、私自身も文化財に関わって、歴史文化遺産を
活用してきましたので、そういうことで少しお話
をさせていただきたいと思います。
　文化遺産を活用する場合、大体その文化遺産単
体でイベントや事業を展開していくことがほとん
どです。担当の思いが強いと単体で勝負したくな
るところではありますが、それでは深みのある事
業を実施することは難しい。１を２とか、３とか
の形にしていくには単体の事業でよいのですが、
事業を重ねていくと、毎度毎度もう名前を呼び合
えるぐらいの人が集まってくるようになってきま
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す。ですので、やはり新規開拓というか、全く興
味がない人をこちら側に引っ張り込めるような、
裾野を広げていくような活用ができないかと、こ
こ数年、いろんな事業を考えて挑戦してきました。
　その方法としては、歴史文化遺産と「何か」を
掛け合わせて事業を展開する。それは歴史文化遺
産同士のときもありますし、全く違う物を掛け合
わせることもやってきました。
　次に私がここ数年手がけてきた活動を少し紹介
します。
　まず一つ目。私は青野原俘虜収容所の活用に積
極的に関わっています。平成 27 年度に青野原俘
虜収容所の開設 100 周年事業をやったのが最初
です。その後加西市では幾つかの青野原俘虜収容
所の事業を展開しています。今から紹介するのは
私が行政として直接携わった事業ですが、このほ
かにも、青野原俘虜収容所のある地域、本日も見
えられている富合地区のふるさと創造会議さんも
主催でたくさんの事業を展開されています。
　まず、ゼロからイチの小さい形になりますが、
青野原収容所の捕虜たちが降り立った駅、今のＪ
Ｒ青野原駅は、旧の播州鉄道の大門口駅です。こ
の駅の待合室で、少しだけですが資料展示をやり
ました。神戸の駅ではなかなか足を止めてという
ことはないかもしれませんが、幸いにしてローカ
ル鉄道で、待ち時間はたっぷりあります。ふだん
利用されている方が、「この駅はこんなことがあっ
たんや」などと少しでも思ってくださればいいか
なという感じです。
　続いて、その駅から捕虜たちが青野原俘虜収容
所まで歩いていた道があります。この道がほぼ
残っておりましたので、ウォーキングをやりまし
た。歴史文化遺産を見てほしい。どういう気持ち
で捕虜たちが収容所に向かっていったのか、そし
て、帰っていたのかをみんなで連想しながら歩き
ましょうということで、ガイド付きウォーキング
のような形で続けております。道中には、青野原
収容所周辺は第一次世界大戦の戦争遺跡のほか、
第二次大戦時の戦争遺跡も残っています。青野原
台地には現在の軍事といえばちょっと語弊がある

かもしれませんが、青野原駐屯地がありますので、
一次、二次、現在の施設を通して見て、戦争とい
うものを考える道ともいえます。
　次は、多分に私の趣味が入っていますが、これ
は完全にゼロイチ狙いの事業になっています。当
時、捕虜たちが現在の神戸大学にあたる姫路師範
学校や、現在の県立小野高校にあたる小野中学校
とサッカーの試合を行っていました。この試合を
再現するためにサッカーの大会を開催しました。
市内外の外国人で編成したチーム、小野高校の
サッカー部、神戸大学の大学生のチーム、そして
加西市の有志連合チームという４チームをつくっ
て、サッカーの大会を開催しました。捕虜の描い
たスケッチが残っていますが、ゴールが描かれて
いて、当時の捕虜たちもサッカーが好きだったこ
とが分かります。
　このサッカーの大会ですが、当時小野と加西の
有志で関わってくれた人たちと、実は現在も私ど
ももフットサルを一緒にしています。大会のとき
の話をしたりもします。参加者の中には、外国の
チームとサッカーをしたとか、そのときに収容所
や捕虜の話をしていたな、ぐらいの形では残って
いくかなと思っています。0が0.3ぐらいにはなっ
たかなとは思っています。また、このとき協力い
ただいた加西市の国際交流協会のねひめカレッジ
が、事業を引き継いで、コロナの中断期はあるん
ですが、フットサルワードカップ in かさいとい
うのを開催しています。
　続きまして、こちらが青野原収容所ともう一つ
の加西市を代表する戦争遺跡であります鶉野飛行
場跡との掛け合わせの事業になります。
　青野原俘虜収容所には楽団がありました。この
楽団の音楽等々を復元演奏している青野原楽団と
いうのがあります。こちらは、神戸大学の大津留
先生を座長とする青野原オーストリア 2019 プロ
ジェクトというのがあって、そこに所属する音楽
団体となっています。この音楽団体を中心に、第
一次世界大戦と第二次世界大戦の戦争遺跡がある
という加西市の特徴を生かして、鶉野飛行場跡に
あります巨大防空壕の中で演奏を行いました。本
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当はお客さんを入れてコンサートをしたかったん
ですが、ちょうどコロナの時期と重なったので、
急遽動画配信という形にしました。こういう形で
２つの遺跡を掛け合わせる事業もできています。
この楽団は、第一次世界大戦中につくられた音楽、
俘虜収容所で演奏された音楽を中心に演奏してい
るんですが、今回は追加の演奏曲として、ベートー
ベンの田園を演奏しています。鶉野飛行場跡は戦
争末期に特攻隊の訓練が行われていました。その
特攻に行かれた方の遺品に田園の楽譜が残ってい
たというエピソードがありましたので、今までの
レパートリーに加えて田園を演奏しました。
　次は、戦争遺跡同士でない歴史文化遺産同士の
掛け合わせになります。青野原収容所と水田家住
宅です。令和 4 年度に国登録文化財である水田
家住宅の建設 100 周年の記念事業として、青野
原楽団のコンサートを水田家で行いました。その
際、少し変わった方法をとりました。ひとつは土
間で楽団が演奏して、居間が観客席という普通の
町家コンサートです。これと、水田家住宅は裏手
に大きな土蔵があって 5 部屋ぐらいに分かれて
います。ここでそれぞれ時間を空けながらソロ
パートを演奏する形にしました。こうすることに
よって、演奏を聴きながら屋敷の周遊もできると
いう形を企画しました。その後異動になったので、
開催には直接関われなかったのですが。
　令和 4 年度からは、芸術・文化・スポーツ課
というところの芸術文化担当になりました。大き
な事業として秋の文化祭があるのですが、令和 5
年度の文化祭に向けて何かできないかと仕込んだ
のがいけばなと埋蔵文化財とのコラボでした。い
けばなというと、花瓶とか、底の浅い焼き物とか、
割とシックなものに活けるという固定概念をお持
ちの方が多いかと思いますが、実際のいけばなの
世界は、非常に多岐にわたる表現方法がありま
す。そこで、加西市内の遺跡で出土した土器類を
花器にしていけばなができないかと考えました。
ネットで調べてみると、東日本の方で何件か事例
があったので、まずはいけばな協会さんに打診し
てみました。そうすると興味があるという答えが

返ってきました。そして、非常に衝撃的な発言が
出たんですけど、そのとき協会さんが「もう土器
なんて一生触ることがないと思っていた」という
ようなことを言われました。もともと文化財担当
としていろんなことをやってきました。市民の皆
さんに土器を見てもらったり、展示もやったりし
て、市民の皆さんが身近に感じていただけるよう
な活用を考えてきました。けれど、触るような段
になると、もう皆さん「一生触ることがないと思っ
ていた」とおっしゃる。僕らが歩み寄る、距離を
縮めようとしている以上にやっぱり距離が空いて
いるというのがこの発言から分かりました。そし
て、花器選びから始めて、市内の７流派が１点ず
つ挑戦する形になりました。土器を選ぶときに
も、文化財の担当から教会の皆さんに土器につい
ての説明をして、理解していただいた上で使って
もらう形になっています。また、この展示と併せ
て、隣には簡単な説明パネルも併せて提示しまし
た。協会の皆さんは「水の張り方などいいろいろ
工夫の必要があったけどいい経験になりました」
などとおっしゃっていました。いけばなに併せて
お茶席を用意することがあるんですが、茶道協会
の会長さんからもお褒めをいただきました。いけ
ばなというとトラディショナルなものを想像しが
ちですが、最近のいけばなは割ととんがったもの
もやりますので、いけばなサイドからもアピール
になったかなと思います。そういう意味ではクロ
スマッチとしては面白い企画ができたかなと思い
ます。
　このように、歴史文化遺産と何かを掛ける、掛
け算ではゼロに何を掛けてもゼロですが、掛け合
わせることによってゼロがイチになっていきま
す。事業と事業を掛け合わせるというのは、ある
意味人と人とをつなぐ事業になってきます。言っ
てみれば、私自身がこれまで関わってきた人たち
と人とをつなぐような事業になっています。私の
突拍子のない話でも、面白いな、やってみようか
と言ってくださる関係者の皆様に感謝します。
　ここまでが今までの事業になります。ここから
は、まだ３か月間ではありますが、観光課の経験
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から歴史文化遺産を見たいと思います。
　加西市の歴史文化遺産と言えば玉丘古墳とか、
法華山一乗寺、北条の五百羅漢、そして、令和 4
年度にオープンした鶉野飛行場と sora かさいと
いうのがあります。sora かさいは令和 4 年度に
オープンして、オープニング特需ということで
12 万人の来場者がありました。しかし実際に加
西市の観光を見ていきますと、県立フラワーセン
ターが一番観光入込み客数が多くて 23 万 4000
人となっています。やはり観光サイドからみると、
加西市は歴史文化遺産よりはフラワーセンターの
ほうが強いという状況になっています。
　そして、当たり前の話ですが、やはり歴史文化
遺産の文化財サイドと観光サイドでは価値評価の
ベクトルが完全に違っています。観光資源として
の価値というのは、やはり注目とか、誘客、購買
につながるとか、雇用が創出できる、いかに経済
効果に転嫁できるか、というのが観点になってき
ます。歴史文化遺産での評価になると、歴史的に
価値があるというのは、一つ絶対的な評価である
かなと思いますが、観光目線で見ますと、歴史的
に価値があるというのは付加価値の一つにしかす
ぎません。ですので、歴史文化遺産というだけで
あれば、歴史文化遺産同士でどれを活用するかと
いう投資になると思うんですが、観光投資という
ことになると、他の施設、先ほど出ていたような
フラワーセンターのような、全く違う毛色の施設
と同一性の中で投資対象を検討するということに
なっていきます。ですので、そこから外れていく
と観光面からのサポートを受けにくい状態になり
ます。観光から収入を得る機会も必然的に減って
くるということになってきます。
　観光としては、歴史文化遺産としては負けてい
るような物件が出てきたとしても、ちょっときつ
い言い方にはなりますが、全体として収入が右上
がりになればオーケーというような状況が、価
値観として観光の中にあるかなというのがこの 3
か月での感覚になります。
　こういう状況はあまりいいことではないという
のは分かっているので、やはり理想としては、稼

げる物件を中軸にした大きな傘を展開して、収益
の一部が弱い物件にも回っていくようなシステム
づくりというのが重要になってくると思います。
そしてこの傘がどんどん大きくなって、市町全体
をカバーできるようになっていくのが最終的な理
想であろうと言えると思います。ちょっと大げさ
ですが、文化遺産の経済圏というのをつくってい
ければいいかなと思います。この考え方は、地域
計画における保存活用区域のある意味理想的な形
であると思いますので、今後この地域計画の策定
に関わられる方もいらっしゃるかと思いますが、
こういうお金の循環というのも含めて計画の中に
盛り込んでいただければ一つ、一歩踏み込んだ地
域計画になるのかなと思いました。
　以上です。ありがとうございました。

全体討論

司会　市沢　哲
神戸大学大学院人文学研究科教授

○総合司会（木村）　ここからは全体討論として、
1 時間ほど議論を交わして行きたいと思います。
ここからの司会は人文科学研究科の市沢先生にお
願いします。
〇司会（市沢哲）　では最初に、今日の御報告を
簡単に振り返っておきたいと思います。最初の長
谷川さんですが、福崎町の地域計画の作成に至る
までの経緯と、計画に基づいて実施されたことを
非常に分かりやすくまとめていただきました。
　その成果の中で、面白いなと思ったのは、デー
タとツールをつくるということを課題とされてき
たということ。それから、防災マップと文化財の
所在地を重ねた地図をつくられた点は大変ユニー
クというか、大事な活動だなと思いました。
　課題もまとめておられて、活用への取組へ、と
いうところをもう少し膨らませて議論できればい
いなと思いますが、とりわけ後の報告と重ね合わ
せると、担い手の問題とか、事業を回していく人
材の問題が課題なのかなと思いました。
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　三木家の活用など、具体的な事例もございまし
たので、このあたりも御意見・御質問があればお
受けできればと思います。
　山本さんの御報告では、小野市の地域計画作成
に関わって実施された文化財調査の実態を具体的
に紹介していただきました。
　キーワードは、タイトルにもついている「三方
よし」ですね。管理者、ボランティア、博物館の「三
方よし」の関係でこの調査を進めていくというあ
たりは大変面白いお話でした。最後に計画の理念
を挙げられておられます。あまり語られないけど
大事なことで、人々の幸福を追求する、というと
ころが大変興味深かったです。
　それから、長谷川さんの御報告との関係でいう
と、文化財のセーフティネットとしての専門職の
役割に注意を向けられているところも大事な論点
だと思います。
　萩原さんは、文化財関係の仕事に従事された後、
観光のお仕事をされることになって、歴史遺産へ
の関係人口をどう増やすかということで、様々な
掛け合わせの実践を、紹介していただきました。
　最近いろんなところで、アートと科学とか、アー
トと考古学というような、報告でいけばなの話を
出されましたけど、アートパフォーマンスとその
他の学問領域を掛け合わせたイベントというのが
よく行われています。アートと考古学というのは、
2016 年の世界考古学会議の京都大会の非常に重
要なテーマになっています。萩原さんが力説され
るように、歴史的価値一辺倒ではなくて、新しい
価値づけをどうやって出していくか、そのことに
よって人々が遺産とどういうふうに新しい関係を
つくっていくのかというのが注目されていて、そ
のあたりとも非常に親和性のある取組かなと思い
ました。
　それから、山本さんが幸福の追求とおっしゃっ
ていましたけど、萩原さんの活動は、文化遺産に
触れることによって幸せを追求するという活動と
通底するところがあるんじゃないか、そういった
ことも考えさせられる御報告だったかと思いま
す。

　これから討論を進めていきますけど、まずは個
別の質問を一とおりいただいて、その後で総括的
な議論を行いたいと思います。
　それでは最初に、長谷川さんの御報告について
御質問があればお願いしたいと思います。
〇　データベースの作成に当たって、区長・役
員・文化財協力員などに協力を依頼したという説
明がありましたが、文化財協力員とはどういった
人たちで、どういった運営体制が行われているの
でしょうか。
〇長谷川幸子　社会教育課で各自治会の委員を委
嘱しています。人権だと人権推進委員、青少年だ
と青少年健全育成委員、運動関係だとスポーツ推
進委員というように、２年任期で各自治会で活動
されています。文化財協力員も同様です。各地区
内の文化財の見守りや、町開催の研修会、近年は
資料の保存や災害が起こったときの対応などにつ
いて研修を受けて、それを地域に持ち帰ってもら
う。委員は各自治会で選んでもらいますが、大抵
は地域の歴史文化に興味のある方、古いことを
知っている方で、区内の歴史文化遺産の保存と活
用の中心を担う方となります。過去に各自治会の
調査をするときも、協力員さんに協力いただいて
いましたが、近年はそれができておりませんので、
地域計画を機に文化財協力員も核になって保存を
進めていけるようにしたいと思います。
〇　ありがとうございます。
〇司会　ほかいかがでしょうか。
〇増田行雄　神戸市学会の増田行雄と申します。
長谷川さんと山本さんに質問です。ここで言う文
化財とはあくまでも行政のくくりでいう指定、未
指定の文化財ということでしょうか。それと悉皆
調査について、行政主導で調査をして、その結果
で文化財の価値づけをされると思うんですけれど
も、最終的には行政が認めないと文化財にならな
いということでしょうか。
　あと悉皆調査してデータベース化されたのは、
誰でも見られるような体制をとられているので
しょうか。
〇司会　２点あったかと思うんですけど、それぞ
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れの方からお答えいただいていいですか。文化財
の調査の結果、明らかになったものはどういうふ
うにオーソライズされるのか、それは行政が決め
るのか、どう価値づけをするのかという問題。そ
れから調査の結果というのは公開されるのかどう
かという 2 点です。
〇長谷川　福崎町が調査した歴史文化遺産の
2,210 件ですが、文化財保護法で国が定めた文化
財類型に入っていないものも含まれています。信
仰の場や伝説、地名なども入っていて、地域の方
にうかがって拾い上げているものも入れていま
す。ただ、町としてそれに対する支援となります
と、今のところは指定文化財のみが町の支援の対
象となっています。
　もう１点ですが、資料集は、各自治会の歴史文
化遺産が全部確認できるようになっていますが、
ホームページでの掲載については盗難などの懸念
があるものは掲載していません。
〇山本原也　小野市でも、福崎町と同様に、動産
の文化財に関しては盗難のおそれがありますので
公開しておりません。神社や仏堂など、誰もが見
られる状態にあるものは公開しています。
　それから、指定文化財と未指定の文化財をどの
ように守るのか。現状の制度上では、市が支援で
きるのは、指定、もしくは登録などされている
文化財だけです。今回調べた文化財に関しては、
99％以上が未指定になります。ただ、文化財に
は基本的には所有者があって、その所有者の責任
でもって管理するべきものであると考えておりま
すので、そういった管理体制を支援していく新し
い制度を検討して、未指定であっても、地元の人
たちが大切にしていきたい文化財をすくい上げる
ような取組をしていきたいと考えております。
〇増田　その指定、未指定にもあがらないものに
対して、昨今の災害等による滅失の危機があった
り、10 年後に価値が認められるようなものがあ
ると思うのですが、それについてはどうでしょう
か。
〇長谷川　今回は未指定についても拾い上げてい
ますが、まだ入っていないものは随時追加をして

いく予定です。災害が起こったときにこちらで把
握してないものについては、各自治会用の災害時
のためのマニュアルの作成を考えています。それ
によってこちらが把握していないものでも、地元
が大切にしているものは残る仕組みができるので
はないかと考えております。
〇司会　ありがとうございます。いずれも調査自
体は、計画に基づいてやったものが最後というわ
けではない。継続することを意識しなければいけ
ないということかなと思います。
　私からの質問ですが、三木家について、復元を
基本とした文化財の補助金ではなく、経済産業省
の補助金を取られたということなんですけど、文
化財の補助金では難しかったというのはどういう
ことでしょうか。
〇長谷川　簡単に言ってしまえばお金がないとい
うことです。１期工事、２期工事とも、県の文化
財の補助金を受けて実施する予定でした。２期工
事に入るころに、文化財の工事に入れる県の予算
がつきづらいので、（工事が）もっと後になって
しまうと。そうした状況の中で活用を進めていく
という流れで、経産省の補助金という話が出てき
ました。
〇司会　目的がどうこうという問題じゃなくて、
単にお金がないということだったんですね。
　先ほどの質問に関して、認定制度でいえば、例
えば神戸歴史遺産という、指定にはならないけれ
ど地域の人が大事にしているものを維持するため
に、ふるさと納税の中から一定額をそこに支援し
ていく制度が始まっていることは、御紹介してお
きたいと思います。学術的にはどうかなというも
のもあるんですが、地域の人たちが大事に守って
いるようなものが、支援の対象になっています。
　ほかにご質問いかがでしょうか。
〇南田潤　大阪市の平野歴史民俗研究会の南田潤
と申します。
　山本さんに質問です。調査の写真や映像では、
３人で行かれて、山本さんが計測して、２人の方
が（調書を）書かれていましたが、人数を３人
にした理由と、2 人は別のものを書いているので
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しょうか。それとも同じものを書いてあとで照合
しているのでしょうか。
〇山本　調査人数ですが、博物館の職員が私とも
う１人おりまして、2 人ともいく場合もあれば、
どちらか 1 人だけ行く場合もありました。ただ、
ボランティアだけで調査することは絶対ないよう
にしていました。実際の調査で文化財に触れるの
は博物館の職員で、調書をとったり、写真撮影の
ときにライトを当てるなどの補助的な作業をボラ
ンティアにお願いしていました。ただ、回数を重
ねると、皆さんも要領がわかってくるので、これ
ぐらいなら大丈夫かなというところに関しては、
ボランティアの方にも積極的に関わってもらいま
した。例えば写真撮影の前のクリーニングなどの
作業を手伝ってもらいました。
　調書に関しては、一つの文化財について、基本
的に１枚の調書をつくるということを行っており
ましたので、２人が別々の調書を持っていたとし
たら、それは別の文化財の調書です。
〇司会　ほかに個別の質問がありましたら願いし
ます。
〇前田邦夫　東灘区のシニアクラブ連合会の文化
研修を担当しています。萩原さんの土器を使った
事例ですが、どのような形ですれば良いのか。勝
手にやるわけにはいかないだろうから、学芸員と
うまくコネクションを作ればいいのか。身近な文
化財に触れることは遠慮もあるけれど、そういう
こともしてみたいと思います。
〇萩原康仁　土器の事例などは、やはり事前に直
接交渉されるのがいいかなと思います。先のいけ
ばなの事例でも担当といろいろ調整してあの形に
なったので、調整が難しいとは思いますけど、言っ
てみる価値はあると思います。向こうは本当に市
民よりで身近な事業を展開していると思っていま
すが、市民はまだ遠いところにいるので、是非踏
み込んで欲しいと思います。「土器を見せてくれ」
ではなくて「土器がどんなものかわからないから
触らせてくれ」ぐらい言ってもいいかもしれない。
〇司会　フロアにたくさんいらっしゃる担当の方
は萩原さんの意見についてはいかがでしょうか？

〇藤木透　佐用町の藤木と申します。萩原さんの
事例は、一面、危ない面もあるんです。文化財を
そのまま花器として使うのは、文化財に直接利用
のような格好になってしまうので、万一壊れてし
まうと怖いというのがあります。それに耐えられ
るようなものをどれだけ選べるか、それから文化
財の担当の方が注意点などを説明して、十分理解
していただいた上で使うということかと思いま
す。やはりそれが文化財であるかというところは
考えていただきたいなと。
〇司会　ありがとうございました。すり合わせが
非常に重要だということだというふうに思います
が、萩原さん何かありますか。
〇萩原　藤木さんの言うことはごもっともで、レ
クチャーしながら出すのは当然です。その辺は話
次第かなと思います。
〇司会　もうおひとりぐらいいかがでしょうか。
〇　青野原について、旅行会社とタイアップした
商品開発ですね、やはりインバウンド向けの滞在
型というのは興味を持たれています。そういう商
品開発は考えておられるんでしょうか。
〇萩原　私自身も欧州系のインバウンドのコンテ
ンツとして、青野原俘虜収容所というのは、可能
性のあるコンテンツだとは思っています。ただ、
青野原収容所の跡地は、第二次世界大戦後に払い
下げがあって、入植されて今は青野原町となって
います。生活圏イコール収容所跡地になっている
ので、生活権を侵害しない形で観光開発をしてい
くには工夫が要ると思います。
〇司会　ありがとうございました。時間が過ぎて
きましたので、共通の討論に入りたいと思います。
１点質問のペーパーをいただいていまして、朝来
市の中島さんから。
　１つは、新住民と旧住民は、どのようにその関
係を構築していかれたかということ。それから地
域計画の作成にコンサルタントを入れられました
か、というその２点です。
〇長谷川　コンサルさんは最初から入って作成の
支援をしていただきました。福崎町では悉皆調査
はしていませんが、これまで調査していた文化財
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の取りまとめや計画の議論をまとめていただきま
した。
　昔から住んでおられた方、新しく来られた方と
の関係性についてですが、今回の現況調査の中心
は、子供の時からずっと地元に住んでいる方でし
た。新しく来られた方の意見が今回の計画で取り
上げられていたかについては考えないといけない
と思います。
　ただ、以前から住んでおられる方も、新しく
入ってこられた方に、地域のことを知ってもらい
たいと思っておられます。また、新しく入ってこ
られた方も、積極的に地域の行事に参加したいと
思っている方がいらっしゃることが今回分かりま
した。この計画自体は新しく住まれた方の意見と
か認識、すり合わせというものはできていないか
もしれないんですけど、これを用いて今後そうい
うすり合わせができていったらいいなというふう
に思っています。
〇山本　まずコンサルタントの質問ですが、小野
市では、コンサルタントの援助がなければ計画の
作成ができなかったと言っても過言ではないくら
い大変お世話になりました。具体的には、データ
ベースや協議会の議事録の作成、計画で使う図表
の作成を迅速にしていただいて、大変助かりまし
た。
　１点目の御質問について、悉皆調査の場合は、
今回の調査の対象が仏堂だったこともあって、昔
から住んでいらっしゃる方がほとんどで、新しく
来られた方との接点はほとんどありませんでし
た。ただ、小野市内では昔から人が住んでいると
ころとはまた別に、新しく宅地開発されたり、圃
場整備されたりして移り住んでこられた方々が大
半を占める地域というのが増えてきております。
そういった地域に関しても、小野市では 50 年た
てばそれは文化財だと計画の中で位置づけていま
す。そういったタイミングでまた保存活用に携
わっていただけるように、下地づくりを進めるこ
とが大事ではないかと考えます。
〇萩原　まずコンサルの話でいいますと、加西市
の場合は、歴史文化基本構想をつくって、次のス

テップとして地域計画のほうをつくりました。両
方ともコンサルさんのほうにお手伝いいただきま
した。
　こちらにつきまして、加西市の場合は悉皆調査
を特にやっておりません。その前段で『加西市史』
ができていましたので、それをベースに構想もつ
くって、さらにそこから実際に具体的な施策を課
していきながら地域計画のほうをつくっていきま
した。ですから調査等はなかったんですが、やは
りコンサルさんが入ることで第三者目線での現状
把握ができるので助かりました。計画は、コンサ
ルさんと一緒につくって、文化財の保存活用区域
の設定や配置などの方向性を話し合って、形にし
ていただけたと感謝しています。
　そして、新住民と旧住民とのすり合わせですが、
こちらに関しては文化財云々というよりは地域が
抱える命題だと思いますので、文化財サイドが直
接どうこうということではないかなと思っていま
す。加西市の場合、この辺についてはサポートで
きるように、地域計画をつくったときに、地域の
歴史文化遺産を活用して何か事業をする場合に補
助金を出しますよという制度をつくりました。こ
ういうのを活用していただくことで、新住民、旧
住民とのつながりが深まったり、地縁の強化にな
ることを企図しています。
〇司会　ありがとうございました。中島さん。何
か御意見あればお願いします。
〇中島雄二　朝来市の中島です。朝来市のほうで
も地域のコミュニティーの縮小化というか、少子
高齢化が進んでいって、地域の文化財を守ってい
く人たちの数自体が少なくなっているのに非常に
危機感を抱いています。自分たちが住んでいると
ころにどんな文化財があるのかということを知っ
てもらう取組をできないかということで、朝来市
には各小学校単位に地域自治協議会というのがあ
りまして、その中で地域の文化財を知ってもらう、
子供たちに教えていくという取組をしています。
その中で、昔住んでいた人と、新しい人との意識
が、どうしてもちょっとすり合わないと。昔の人
は重要だと思っているけれど、新しい人はそれほ
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ど思っていない、そういうところが悩みだったの
で、取組されていることばあればと質問させてい
ただきました。
　それから、長谷川さんにお聞きしたいんですが、
地域計画の中で作成したアクションプランは、何
年か後に見直しをされるのでしょうか。
〇長谷川　地域計画は、前期、中期、後期と分け
ておりまして、それぞれの期間が終わったら、そ
の後に見直しをして、変更を加えていくという形
で考えています。後期が終わる時期が、ちょうど
町の総合計画の更新の時期になりますので、それ
と合わせて見直しをする予定で計画しています。
〇司会　ありがとうございました。
　こちらからの氏名になるんですけれど、計画を
つくるのにコンサルタントの方が非常に重要な役
割を果たしたということで、今日、コンサルタン
トの渡邊さんがお見えだと思うんですが、渡邊さ
んのほうから、地域計画との関わりで感じられた
こと、さっき萩原さんが「第三者目線から見て」
とおっしゃいましたけど、そのあたりでどういう
ことを感じられたかとか、あるいはどういうお仕
事の進め方をされたかという、我々としてはあま
り知り得ないようなところを少しお話しいただけ
ればと思います。
　その後、地域計画をつくる協議会に参加された
経験豊富な方が２人いらっしゃいます。奥村さん
と、それから大江さんですね。今日のテーマは多
様な人々をどうやってそういうところに関わらせ
ていくかというところであったり、ざっくり言え
ば幸福の追求であったりというところがあるんで
すが、そういったあたりからまとめの発言をいた
だいて、締めていこうかなと思います。
　渡邊さん、突然の指名で失礼ですが、よろしく
お願いします。
〇渡邊萌木　株式会社スペースビジョン研究所の
渡邊と申します。山本さん、萩原さんと一緒に地
域計画の作成に携わらせていただきました。地域
計画の作成に当たって私が意識していたことは、
１つ目は、市内・町内の歴史文化を広く捉えるこ
とでした。その上で、行政計画としてほかの課に

もこの事業が必要だと意識していただく必要があ
るので、将来への課題を見つけて、それを解決し
ていくための方針を立てて、どんな措置をしてい
くのかを論理的に整理していくことに重点を置き
ました。それと、地域と協働して市民の皆さんが
何かをするということは大切なんですけれども、
行政として 10 年間、5 年間に必ずやっていかな
いといけないこと、何を一番やりたいのかという
ところを相談して、重点的に取り組んでいくこと
を考えながら計画をつくっていました。
〇司会　ありがとうございます。「第三者目線」
という萩原さんの言葉にこだわるんですけど、渡
辺さんから見た、今の地域における文化財行政の
在り方はいかがでしょうか。
〇渡邊　結構皆さんお忙しくされていて、日々の
業務が大変なのは感じているので、どれだけ他課
を巻き込めるかというのが計画を作る上でも重要
だと思います。自分たちだけがやらなくてもいい
ようにする調整力も大切ではないかと思います。
〇　ちょっと質問ですけど、いいですか。（未指
定文化財等を）地域計画の中に入れるか入れない
かの問題で、私は個人的に地蔵盆について研究し
ていまして、地蔵盆というのは地域の問題として
非常に面白い問題で、僕自身も東灘区で調べて、
たくさんあったんですけど、どんどん消えていっ
てしまっています。担当もいなくなっている。だ
から、早めに調査しないといけないということで、
調査しているんですけども。地域計画では辻地蔵
や地蔵盆も多少は問題だなということで取り上げ
られているので、少しは考えられていると思うの
ですが、その辺はいかがかなと。
〇司会　その計画の柔軟性という、一般的にはそ
ういうことじゃないかなというふうに思うんです
けど、もしお答えになられる方がいらっしゃった
らお願いします。
〇山本　小野市での取組の御紹介になるんですけ
れども、今回は、仏像や美術品を対象にしている
んですけれども、こういった取組を始める以前か
ら、神戸大学さんとの連携の中で地域調べという
事業を行っていました。各地区の不動産、動産文
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化財の調査だけでなく、地元の言い伝えであると
か、地蔵盆をはじめとする民俗行事などの調査も
行っておりました。小野市は人口５万人程度の神
戸市の一つの区にも満たないようなところだから
こそできることなのかもしれないと思っているん
ですけども、そういった調査をして、聞き取りと、
あと写真と、それから動画を使いまして記録を作
成しております。
〇司会　ありがとうございます。では次に全体を
通じてのコメントをいただきたいと思いますけ
ど。奥村さん。
〇奥村弘　作る側からというと、私は兵庫県の文
化財保存活用大綱の作成段階から、審議会にも参
加していました。そうした中で、基本的には最初
に井上から提起があった、「地域総がかりでその
継承に取り組んでいく」というのが大事だろうと。
文化財保護法の改正の問題は、保存の部分が弱ま
るんじゃないかといわれて、いろんな学会からか
なり反対もありました。それでも総がかりでその
継承に取り組んでいくという観点になると、今ま
での文化財の枠組みの中ではそうした理念とはあ
わないので、新しい文化遺産概念と、新しい文化
遺産を守っていくためのシステムをどうするかと
いうことが問題だろうと思っていました。
　大綱を作った後で、それが各地方自治体の中で
具体的にどのように動いていくかは、私自身はあ
まりイメージがありませんでした。市町村史の編
さんでこういうことに関わると、大体 15 年とか
20 年というかなり長い時間が必要です。地域の
方との関係をどうつくるのか、継続的に展開して
いく中で、地域総がかりでやるのはどうすればい
いかということを悩んできているので、地域計画
がコンサルタントを入れて 3 年や 2 年でできる
というイメージは全くなかったです。ですから、
地域総がかりでやるような手法が、各自治体の中
で検討されて、それが集約されて、また新しい要
望として全国の自治体に示される、そういうこと
を文化庁がされるのかと個人的には思っていまし
た。けれどどうもそういうパターンではない。現
状の中で、総がかりでやるにはどうしたらいいか

を深めないまま、地域計画が次々とつくられてい
くということなると、深まりがない。
　今回御報告されたところは文化遺産の継承をど
うしたらいいか真面目に考えていらっしゃるの
で、そういう方々がおられればある程度の内容が
そこに盛り込まれますけど、自治体によっては地
域計画を作ること自体が難しいところもあるだろ
うし、作るだけで終わってしまうところもあるん
じゃないかと思いました。
　大事なことは、「地域総がかりでその継承を図っ
ていく」と考えたときに、文化遺産はどう位置づ
けられるのか、どういう形でやるのか、取り組む
には地域の方々のリーダーも要るし、当然地域に
携わる博物館や文化財関係の職員の人なしには進
まない。そこがどれだけ大事にされるかというこ
とが非常に大事だし、それをつないでいくための
具体的な手法ですね。
　萩原さんのほうから１が大事だ、１をつくらな
いことには始まらないという話が出ていましたけ
ど、そういうものがちゃんと共有されているよう
なことをどうしたらいいかというのが課題だと思
いました。地域連携センターでもやっぱりそうい
うことを今後も考えていく必要性はあるんじゃな
いかなと思って聞いていました。
〇司会　ありがとうございます。大江さん。
〇大江篤　園田学園女子大学の大江でございま
す。私自身は、県の文化財保護審議会の民俗文化
財の委員をしておりまして、大綱をつくるときも
委員で入っておりました。それから、地域計画の
ほうは、香美町、神戸市、小野市。福崎町はオブ
ザーバーという形で入らせていただいて、今年か
ら大学のある地元の尼崎市が始まっています。
　この文化財保存活用地域計画では、総合的な文
化財把握をしなさいというところで、特に無形の
民俗文化財でいいますと、コロナの前に文化庁の
調査で県が祭り行事の調査をやりました。先ほど
地蔵盆の話も出ましたけど、無形のものは形のな
いものですし、祭り行事などは把握が難しかった
という経験をしながら地域計画にも関わらせてい
ただきました。
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　総合的な文化財の把握は本当に難しくて、指
定、未指定のお話も議論にありましたが、本当に
地元の方が思われていること、文化財保護法での
文化財の線引きの価値づけも多様化していってい
ます。そこが難しくて、文化財分類でデータベー
スをつくると絶対に入らないものが出てくるんで
すね。地元の方のアンケートで顕著に出てくるの
が、お盆の施餓鬼や宗教行事。檀家さんとして参
加されている行事で、民俗行事でもないものもア
ンケートには上がってくる。そうすると、政教分
離の感覚からいって、お寺がされている行事とい
うのは宗教行事なので入れにくいといったことと
か。それから民間説話と呼ばれるような、事実で
はない伝説など。全国の自治体の中では、例えば
奄美市は独自の文化遺産の分類というのをつくっ
ています。それぞれの町の特性が現れるようなも
のというのも今後の課題になってくるのかな。ど
こに入れたらいいか分からないものがいっぱい出
てくるということですね。
　先ほど長谷川さんが報告された、福崎町がつく
られている集落のそれぞれのデータベースという
のは大事です。丹波篠山市の歴史文化基本構想の
中でも集落カードというのをつくりました。人口
動態から、生業動態から、地形から、今回福崎町
の場合は防災の地図まで入って落とし込まれて
いっている。それがなかなかデータベースとして
常時更新できる形にあるかというと、その活用が
難しいようなところもある。一旦一覧表にしてし
まうとそれをどんどん更新していかないといけな
い、滅失していくものや新たに発見されたものを
更新していくという、うまい仕組みができればい
いのかなと。
　あと、歴史文化構想があって、地域計画を立て
るときに、それを参考にするけれど毎年きちんと
更新されているとは限らない。特に行事というの
は、去年までやっていたけどもコロナでやめたか
らもう今年はやらない、などというような事情が
あるので、それが把握できるかが大事かなと思っ
ています。
　ただ、そうすると、ものすごくマンパワーが必

要になります。コロナの最中に県の民俗文化財に
指定された福崎町のかくしほちょじという行事
は、実は福崎町でずっと記録の映像が残っている
んですね。一旦指定されて、調査したときに残っ
ている自治体は多いんですけども、いろんな形で
残されていて、どう変化しているのかを追えると
いうのは本当に大事です。総合的な把握は、言葉
で言うと、簡単なようなんですけども、この部分
がこれからの計画を進めていく中でも大事なのか
なと考えます。
　もう一点は、多様な人々という今日のこの協議
会のテーマとも関わるんですが、地域総がかりと
いったときに、行政の庁内は神戸市のような大き
なところと香美町のような小さな町と、それぞれ
規模が違います。いくつか関わらせていただいて、
庁内の行政の縦割りが横断でつながれているとこ
ろとそうじゃないところというのはあって、特に、
観光の部署との関わりであったり、まちづくりの
部署との関わりがもっと密になったらいいのにな
というようなことは思いました。
　それから、もう一点は、どこでもそうなんです
が、学校教育との関わりの中で、やはり若い中学
生、高校生、子供たちへのというのが、これまで
の地域学習であるとか、副読本をつくるというこ
とをもう一つ超えた地域計画になっていかない
と、次世代につながっていかないのかなというの
はいつも地域間の協議会で申し上げています。
　そのあたりでは、先週になりますか、奥村先生、
松本先生と一緒に、丹波篠山市史の地域のシンポ
ジウムで、高校生２人に話をしてもらったときに、
彼らが、彼らなりの歴史遺産の捉え方というのを
してくれて、そういう感覚というのは大人だけが
やっているとなかなか見えてこない。それも総が
かりといったときに、多世代というのも、多様な
人々の中に入ってくるのかなというふうなことを
思いました。
　いずれにしても、本当に人の力といいますか、
マンパワーが物すごく大事で、人が動けていく仕
組みづくりを、この地域計画のアクションプラン
の中で、自治体が工夫をされてやっていく、その
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中で、山本さんが幸せ、幸福の追求とおっしゃい
ましたけども、まちづくり、地域づくりというふ
うなところ、これから人口が減少していく中で、
そういったものに文化遺産がどんなコンテンツに
なって、大事な要素になっていくのかというとこ
ろ、やはり計画がスタートになっていこうかと思
いますので、アクションプランの中で改定をしな
がらつくっていただく、動いていけばなというふ
うなところを感じた次第でございます。
〇司会　ありがとうございました。最後にお二人
の方から、大綱の意義についてとか、継続的に取
り組むべき課題について御指摘いただいたんで、
これをもって今日の議論のまとめにしたいなとい
うふうに思います。
〇総合司会　ありがとうございます。これをもち
まして、第 22 回歴史文化をめぐる地域連携協議
会を終了させていただきます。今回のテーマも、
これまでのテーマと同様に、今後も皆さんととも
に考えていきたいと考えています。本日はどうも
ありがとうございました
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第 2 章

歴史文化を活かしたまちづくり支援と自治体史の編纂協力

兵庫県文化遺産防災研修会

　兵庫県文化遺産防災研修会は、近年多発する大
規模自然災害から地域の文化財を守るため、兵庫
県内の文化財担当職員や、博物館・資料館等の学
芸員を対象に開催している研修会である。2017
年 7 月にキックオフ集会を開催したのを皮切り
に、同年 11 月に第 1 回の研修会を開催。その
後、2018 年度の準備期間を経て、2019 年度に
は兵庫県全域巡回し、計 5 回の研修会を開催した。
また、2020 年度は中播磨地域を対象に、2021
年度は神戸・阪神地域を対象に、ワークショップ
や意見交換会をメインとする研修会を実施した。
　今年度は研修会は実施しなかったが、5 月 8 日
に歴史資料ネットワークの松下正和氏と兵庫県教
育委員会を訪問し、今後の研修会のあり方につい
て協議を行った。

（文責・井上舞）

兵庫県地域創生局地域遺産課との連携

　本年度は、兵庫津ミュージアム運営委員とし
て、奥村が同会議に参加し、これまで地域連携セ
ンターが展開してきた兵庫津についての歴史研究
と地域歴史遺産の保存と活用についての実践的研
究の成果を反映させた。

（文責・奥村弘）

兵庫県教育委員会文化財課との連携

　兵庫県教育委員会文化財課との連携事業とし
て、本年度は主立った行事は実施しなかった。た
だし、連携事業の一環として、今年度も後期に開
講している地域歴史遺産保全活用基礎論 B の授
業で、柏原正民課長、服部寛副課長に出講いただ
き、県の取り組みなどを紹介いただいた。

（文責・井上舞）

神戸市との連携事業

1.	 神戸市文書館との連携事業
 　神戸市文書館との間で、2006 年度から共同研
究「歴史資料の公開に関する研究」を継続して行っ
ている。今年度の事業内容は、①神戸市文書館に
収集・所蔵される歴史史料の整理、調査、さらに
公開、活用のための土台作り、②文書館所蔵の神
戸市参事会資料の把握と分析、②神戸市文書館の
来館者に対するレファレンスサービス（特に古文
書の解読）であった。

（文責・奥村弘）

2.	 神戸村文書の研究と成果の公開事業
　今年度は事業として実施しなかったが、今後の
公開と活用の方針について神戸市と協議を行っ
た。
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（文責・市沢哲）

包括協定にもとづく灘区との連携事業

　本年度は灘区と連携した活動はなかった。
　なお、2023 年 1 月現在の『篠原の昔と今』（2005
年度発行）、『水道筋周辺地域のむかし』（2006
年度発行）の残部はそれぞれ 160 部・150 部と
なっている。今年度も散発的ながら学外からの送
付依頼があった。　　　　　　　　　　

（文責・木村修二）

神戸市を中心とする文献資料所在確認調査

1.	 神戸を中心とする文献史料所在確認調査
　今年度本事業に関連する新規および継続中の調
査はなかった。

（文責・木村修二）

2.	 神戸大学附属図書館との連携
　今年度は、昨年度までに完了した若林泰氏旧蔵
文書のデータ確認作業をうけ、要再撮影分の撮影
と未撮影分の撮影作業を実施した。担当は、大学
院生の下箱石響君を雇用して５月以降隔月で実施
した。
　2023 年 10 月に付属図書館が人文学・社会科
学データインフラストラクチャー強化事業に採択
されたことを受け、この事業のなかで「地域との
連携による貴重資料公開（貴重書）チーム」が編
成され、人文学研究科から木村が参加し、図書館
職員とともに、新規雇用される学術研究員を加え
て協働で進めていくことになった。このチームは、
木村および山本康司氏が 10 年以上にわたり、附
属図書館所蔵の郷土資料の調査・整理を進めてき
たことをうけ、それらの電子公開へ向け、デジタ
ル撮影作業を進めるとともに、破損している文献

については修復も行うことを目的としている。ま
た、史料の翻刻（テキスト化）も視野にいれ、学
術研究員とともに史料をめぐる研究も積極的にお
こなっていく。
　今年度は、主に撮影機材の整備や試行的作業を
進め、次年度以降の事業の本格化へ向けた準備を
行った。
　11 月 21 日には、第 1 回目となる事業会議が
自然科学系図書館４階教職員会議室において開催
され、木村も参加した。
                          　　　　　　　（文責・木村修二）

住吉歴史資料調査会との連携事業

　2018 年 4 月 1 日に発足した住吉歴史資料調査
会（神戸市東灘区・住吉歴史資料館内）との連携
事業は 6 年目を迎え、本年度も同会の調査活動
に協力した。
　調査活動においては、主に住吉村横田家文書（本
住吉神社所蔵）および 2023 年 3 月に資料館で
購入した「下田清五郎氏文書」の目録作成・翻刻
を行った。
　同会会員、莵原茶道会・地域住民から参加者を
募り、毎月最終週の木曜日に古文書勉強会を継続
して行っている（8 月・12 月を除く）。2023 年
度は住吉村横田家文書・下田清五郎氏文書を中心
に住吉地域にかかわる古文書を取り上げ、解読・
解説を行った。

（文責・加藤明恵）

大学協定にもとづく小野市との連携事業

　小野市と神戸大学との間では、2005 年 1 月に
社会文化の領域での連携事業に関する包括協定が
締結された。それ以来、毎年秋に開かれる小野市
立好古館の地域特別展を共同開催するなど、いく
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つかの事業が展開されてきた。
　近年では、「伊藤家文書を活用した小野市幕末・
明治期の歴史研究」（2017 ～ 2019 年度）、「小
野藩家老家伊藤文書を用いた明治初期小野市域地
租改正実施過程の歴史研究」(2020 ～ 2022 年度 )
などの共同研究に取り組んできた。
　2023 年度からは「小野市小野地区歴史調査及
び小野市市場町近藤廣家文書目録作成」という課
題名で新たな共同研究が開始された。近藤廣家は
小野市市場（太郎太夫村）の豪農・近藤亀蔵家（南
本家）の分家（中酒屋）にあたる家であり、同家
の史料約 4000 点以上（ダンボール 15 箱以上）が、
小野市立好古館に所蔵されている。今年度は計 9
回の調査（2023 年 9 月 17 日、10 月 17 日・24 日・
31 日、11 月 11 日・12 日、12 月 16 日・17 日・
26 日）を小野市立好古館で実施し、目録作成に
必要となる写真撮影作業を進めた。
　史料については、一部近世のものもあるが、多
くは近代以降のものであり、舟運や新田開発、兵
庫県・岡山県等で手掛けた鉱山開発関係の史料な
どが含まれていることを確認できた。また、明治
初年に戸長を務めていた関係で、近代初頭の地域
運営に関わる史料も、比較的多く残存している。
　また、同じく共同研究に含まれる「小野市小野
地区歴史調査」は、コロナ禍で中断していた地域
での聞き取り調査を再開した。今年度は 2023 年
12 月 10 日（上本町）、12 月 13 日（葉多町／小
野本町１丁目）、2024 年１月 13 日（垂井町）、2
月 11 日（久茂町）で聞き取りを実施した。

（文責・出水清之助）

大学協定にもとづく朝来市との連携事業

　神戸大学と朝来郡生野町は 2005 年 3 月に連
携協定を締結した。同年 4 月の市町村合併により、
生野町は朝来市生野町となったが、協定は朝来市
に引き継がれている。以降、人文学研究科地域連
携センターは生野町域を中心に、市域所在の歴史

史料の保全・活用に取り組んでいる。本年度の受
託研究「朝来市関連の古文書及び歴史調査に係る
指導助言」では、以下の事業に取り組んだ。
1.	 石川家文書整理会の開催・指導助言
　石川家文書は、朝来市生野町に所在する石川
家に伝来する、近世～近代にかけての文書群で
ある。同家の調査は 2008 年度からはじまり、
現在も継続中である。2015 年度より新出資料の
整理のため、毎月第 2・第 4 火曜日に生野書院
において石川家文書整理会を開催している。今
年度も引き続き、目録作成と写真撮影に取り組
んだ。目録については、石橋知之（人文学研究
科博士課程後期課程）がチェック作業を行った。
チェックが終わったものから順次、目録の発行
を予定している。2024 年 2 月には、和田帆香・
岡瑞貴・深谷建（以上、人文学研究科博士課程
前期課程）も整理会での目録作成に参加した。
　また今年度は、整理作業だけでなく、資料群
の中にあった旅日記を参加者らと読む機会を設
けた。

2.	 多々良木区有文書の目録作成
　多々良木歴史研究会は、2017 年度に同公民館
より明治時代の区有文書が発見され、これを整理
するために地域住民有志によって結成された整理
会である。以降、毎月第 2 水曜日に整理会を開
催し、まず区有文書を、次いで同区の個人宅から
寄贈された文書の目録作成と写真撮影を進めてき
た。整理自体は昨年度で完了したが、現在、大学
にて目録のチェックを進めている。チェックが完
了した段階で、目録を刊行する予定である。

3.	 あさご古文書整斉会への協力
　あさご古文書整斉会は、多々良木歴史研究会の
活動が一段落した後、同会の参加者が中心となっ
て、多々良木区以外の参加者も募って、朝来市教
育委員会とも連携し、朝来市域の地域資料の整理
を行うために立ち上げた会である。2023 年 4 月
より本格的に活動を開始し、現在は毎月第 2 水
曜日を活動日としている。本年度は、朝来市岩津
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に残されていた個人所蔵文書について、目録作成
と写真撮影を行った。

4.	 山田家文書の整理
　昨年度に引き続き、山田家文書の整理作業を
行った。今年度末に、同家文書のうち、樺坂鉱山
鉱山関係資料の目録を刊行予定である。

5.	 竹田区有文書の整理、調査
　2021 年 12 月に、朝来市教育委員会を通じて
竹田区有文書についての相談があった。同文書群
は、長らく竹田コミュニティセンターの一角に未
整理のまま置かれていたが、これを整理したいと
いう依頼であった。文書群は、大正～昭和期の竹
田地区の運営に関わるものと、近世期の文書であ
る。まずは、地域住民とともに近代資料の整理を
行うこととし、整理方針を決め、2022 年度より
整理会を開催した。毎月第 2 水曜日の午前中を
活動日とし、地域住民 3 名および朝来市教育委
員会の田畑基氏とともに整理作業を行っている。
2023 年 1 月からは、毎月第 2、第 4 水曜日の午
前中を活動日とし、第 4 水曜日は地域住民のみ
で活動を行っている。
　本年度も、昨年度と同様に近代資料のクリーニ
ングと目録作成、および近世文書の写真撮影と目
録作成を進めた。また９月 16 日には、奥村弘（人
文学研究科教授）、出水清之助（同特命助教）、石
橋知之・田中昇一（以上、同博士課程後期課程）、
村山遼（同博士課程前期課程）が調査に参加し、
内容分析や目録作成に取り組んだ。次年度以降も
引き続き活動を行っていく予定である。

（文責・井上舞）

部局協定にもとづく丹波市との連携事業

　丹波市と神戸大学大学院人文学研究科は、
2006 年度に春日町棚原地区において行った調査
を機に、連携事業を開始した。その後、活動の場

を丹波市域全体に広げ、2007 年度には調査・研
究のみならず、地域歴史遺産の活用や、活用に携
わる人材の育成を目指して、「丹波市と神戸大学
大学院人文学研究科との地域活性化の連携協力に
関する協定」を締結している。以降、丹波市教育
委員会、神戸大学大学院人文学研究科地域連携セ
ンター、そして丹波市内の住民が協働して、市域
に残された古文書や絵図、建造物など、様々な地
域歴史遺産についての調査・保全・活用に取り組
んできた。
　今年度については、以下のような事業に取り組
んだ。
1.	 連続講座の開催
　例年開催している連続講座について、「見る・
知る・学ぶ　丹波の歴史」をテーマとし、以下の
日程で開催した。昨年度までは新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大を防ぐため、参加人数に制限
が設けられ、かつ事前予約制となっていたが、本
年度はそうした制約のない中での開催となった。
　また、今回の連続講座のうち、第 6 回の講座
はシンポジウムとし、これまでの連携事業を振り
返りつつ、今後、地域で活動中の地域史研究グルー
プとの連携について協議する場を設けた。
　連続講座の後には古文書相談会を開催した。
第 1 回：7 月 29 日（土）於山南住民センター、

井上舞（神戸大学大学院人文学研究科特
命講師）「山南の伝承について」

第 2 回：9 月 9 日（土）於青垣住民センター、
出水清之助（神戸大学大学院人文学研究
科特命助教）「明治後期における氷上郡
会議員とその周辺」

第 3 回：10 月 28 日（土）於柏原住民センター、
西岡真理（丹波市教育委員会学芸員）「捨
てられた物から考える柏原藩士たちの日
常生活」

第 4 回：11 月 25 日（土）於ライフピアいちじま、
山内順子（丹波市文化財保護審議会委員）

「古文書が語る江戸時代の家族」
第 5 回：12 月 23 日（土）於春日住民センター、

松下正和（神戸大学地域連携推進本部特
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命准教授）「絵図にみる古代の名残」
第 6 回：2 月 10 日（土）、於氷上住民センター、

丹波市内郷土史団体等「シンポジウム　
郷土の歴史を楽しむために」

（文責・井上舞）

　

見る
知る
学ぶ
丹波の歴史

令和 5年度歴史講座

　丹波市と神戸大学大学院人文学研
究科は、平成 19 年度より地域連携
協定を結び、地域に残る古文書を中
心とした歴史資料の調査研究を行っ
ています。
　本講座では、これらの調査成果を
市民の皆様に広くお伝えします。
　講座終了後には、ご自宅や地区で
お持ちの古文書などについて「保管
に困っている」、「地域づくりに活用
したい」といった相談にもおこたえ
します。

7 月 29 日（土）13:30 ～ 15:00　山南住民センター

第
１
回

山南の伝承について (仮 )

井上　舞 （神戸大学大学院人文学研究科特命講師）

9 月 9 日（土）13:30 ～ 15:00　青垣住民センター

第
２
回

明治後期における氷上郡会議員と
その周辺

出水　清之助  （神戸大学大学院人文学研究科特命助教）

10 月 28 日（土）13:30 ～ 15:00　柏原住民センター

第
３
回

捨てられた物から考える
柏原藩士たちの日常生活 (仮 )

西岡　真理（丹波市教育委員会学芸員）

11 月 25 日（土）13:30 ～ 15:00　ライフピアいちじま

第
４
回

古文書が語る江戸時代の家族

山内　順子 （丹波市文化財保護審議会委員）

12 月 23 日（土）13:30 ～ 15:00　春日住民センター

第
５
回

絵図にみる古代の名残

松下　正和 （神戸大学連携推進本部特命准教授）

2 月 10 日（土）13:30 ～ 15:00　氷上住民センター

第
６
回

シンポジウム
郷土の歴史を楽しむために

丹波市内郷土史団体等

入場無料
申込不要

問合せ
丹波市教育委員会
社会教育・文化財課
Tel：0795-70-0819

2.	 丹波市関係古文書調査
　本年度は下記の通りの調査を行った。また、調
査で撮影した史料を中心に、学内で目録作成等を
行った。
①	 山南町北和田堂本家文書の調査：2023 年 6

月 17 日、18 日
②	 丹波市青垣町山垣区有文書の調査：2023 年

7 月 21 日
③	 山南町北和田堂本家文書の調査：2023 年 7

月 29 日、30 日
④	 山南町高座神社文書・柏原藩士松原家文書の

調査 10 月 13 日
⑤	 山南町北和田堂本家文書の目録作成：2023

年 8 月、10 月
⑥	 柏原藩士関係文書の目録作成：2023 年 10

月～ 2 月
（文責・出水清之助）

3.	 成果展「区有文書からみる江戸時代の山垣村」
の開催および「たんば史料叢書」の刊行

　2018 年度より調査を行ってきた、青垣町山垣
区の区有文書の調査が完了したことを受けて、丹
波市連携事業成果報告展「区有文書からみる江戸
時代の山垣村」（会期：令和 5 年 8 月 21 日～ 9
月 3 日、会場：やまびこセンター萬歳山）を開
催した。
　また、昨年度デジタル化した市指定文化財『吉
野屋日記』や、青垣町山垣地区が所蔵する山論関
係文書の調査成果をとりまとめ、『たんば地域史
料叢書１ 江戸時代の村と山－丹波国氷上郡山垣
村山論関係史料－』として刊行した。

　

会 期　令和5年8月21日（月）～9月3日（日）

主催：神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター・丹波市教育委員会／協力：遠阪自治協議会　　

　丹波市と神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターは、平成 19 年度から連携事業を開始し、市内の
地域歴史遺産の調査・活用に取り組んできました。
　今回の展示では、平成 30 年度から調査を行ってきた、青垣町山垣区の区有文書を取り上げます。日々の
暮らしや、山争い、水争いなど、調査を通して分かってきた、江戸時代の山垣村の姿を紹介していきます。

令和 5年度
丹波市
神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター
連携事業成果報告展

展示の問い合わせ

丹波市教育委員会
社会教育・文化財課

Tel：0795-70-0819

関連イベント― 愛宕祭（足立遠政公慰霊祭）―

古文書解説会「山垣区有文書と江戸時代の山垣村」
	 講師　出水清之助（神戸大学大学院人文学研究科特命助教）
	 日時　令和 5年 8月 26 日	（土）	13:00 ～ 15:00　　
	 会場　	旧遠阪小学校体育館　　　

会 場　やまびこセンター萬歳山（青垣町山垣1590）

○　開館時間　9:00 ～ 16:00　ただし、水曜は休み
○　入場無料

関連イベントの問い合わせ

遠阪自治協議会

Tel  　0795-88-0420
Mail　tosaka@key.ocn.ne.jp

          

           

区
有
文
書
か
ら
み
る

         

江
戸
時
代
の

（文責・井上舞）

4.	 丹波古文書倶楽部への協力
　本年度も毎月第 2 土曜日に兵庫県立丹波の森
公苑および丹波市住民センター（柏原・青垣）
を会場に古文書解読の例会が開催され、木村が
チューターを務めた（8 月は夏期休会）。

                                          （文責・木村修二）

大学協定にもとづく加西市との連携事業

　加西市と神戸大学は 2009 年 5 月に連携協定
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を締結した。これにもとづき、今年度は次のよう
な事業に取り組んだ。
1.	 加西市戦争遺産資料拡充調査
　本事業では、2020 年度より調査の成果を『加
西市近代遺産調査報告書』としてまとめてい
る。本年度は、EU のデジタルプラットフォーム

「Europeana（ヨーロピアナ）」
（https://www.europeana.eu/en）上で公開されて
いる、かつて青野原俘虜収容所に収容されていた
ドゥミトル・ニストル氏の手記「Dumitru Nistor 
prizonier de război în Japonia」の一部を翻訳し、
大津留厚が校閲および解題を作成して、「Dumitru 
Nistor prizonier de război în Japonia―翻訳：ドゥ
ミトル・ニストルの画文集―」と題した報告書を
作成した。

（文責・井上舞）

2.	 加西市戦争遺跡調査委託
　加西市役所鶉野未来課との連携事業で、2020
年度から鶉野飛行場跡 ( 姫路海軍航空隊 ) に関す
る各種調査、加西市地域活性化拠点施設 (「sora
かさい」) 整備への協力を行っている。　　　　　
　今年度は、当時近隣に居住し、姫路海軍航空隊
設営や川西航空機鶉野製作所建設時に周辺整備に
関わった藤原昭三氏への聞き取りを行った。また、
姫路海軍航空隊調査の先鞭をつけた上谷昭夫氏所
蔵資料の整理に協力するとともに、マイクロフィ
ルム資料の目録作成を行った。このほか、神戸大
学食資源教育研究センター内の防空壕調査を行っ
た。

 ( 文責：佐々木和子 )

3.	 その他
　井上が、加西市文化財審議委員として、7 月
24 日に開催された、令和 5 年度第 1 回委員会に
出席した。

（文責・井上舞）

尼崎市との連携事業

　尼崎市立歴史博物館の文書館部門の専門委員を
務め、同館の運営について助言を行った。

（文責・市沢哲）

三木市との連携事業

1.	 三木市史編さん支援事業
　　2016 年度より三木市教育委員会教育企画部
文化スポーツ振興課市史編さんグループで進めら
れてきた新三木市史編さん事業について、今年度
も「受託型協力研究」として特命教員を派遣し、
木村修二が担当した。
　編さん事業全体としては、まず昨年度末の 3
月31日付で新三木市史の第4回配本（5～7冊目）
となる通史編第 4 巻『資料編 古代・中世』、地域
編 1『三木の歴史』と同 9『青山の歴史』が 3 冊
同時発行された。発売開始は都合により今年度の
6 ～ 7 月にずれ込んだ。
　市史編さん事業全体の方針を確認・決定する市
史編さん委員会は、8 月 25 日午後に今年度 1 回
目が開催され、2024 年 2 月 23 日に本年度 2 回
目が開催された。
　また、市史編さん委員会に先立ち通史編専門委
員会も本年度第 1 回目が 8 月 4 日に Zoom によ
るリモート会議で実施された。通史編の各部会
の調査活動方針の確認、および実施状況の報告、
予算執行状況などが協議された。また 2 回目も
Zoom によるリモートで 2024 年 1 月 11 日に開
催され、来年度刊行予定の近世資料編の編集状況
を中心に協議がなされた。
　地域編専門委員会は、今年度第 1 回目が 8 月
4 日に、第 2 回目が 2024 年 1 月 11 日にそれぞ
れ開催された。今年度末発刊予定の地域編『別所
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の歴史』を中心に編さん状況の報告・協議がなさ
れた。
　今年度末の第 5 回配本は、通史編『資料編 近
世』、地域編『別所の歴史』の 2 冊発行となる。
現時点では販売開始は次年度初めにずれ込む見込
みである。
　今年度 5 月 8 日に新型コロナの位置づけが感
染症法上 2 類相当から 5 類に移行したことによ
り、地域住民への説明会・プレゼンテーションの
実施が可能となった。これをうけ、昨年度返還し
た吉川新田・武士山区有文書に関する住民説明会
を、11 月 18 日に開催することができた。これは、
2019 年 3 月 23 日に大島公民館で開催した口吉
川大島・区有文書の返還式・説明会以来 4 年 8 ヶ
月ぶりのことである。武士山地区の「収穫の秋・
懇親会」を兼ねた「住民学習会」として開催され、
武士山地区を中心とする新田地区の住民が 26 名
参加された。説明会では木村が「武士山に伝わっ
た古文書について」と題し、主要な文書について
の説明を行うとともに、会場では古文書の現物を
展示した。今後もこうした説明会を文書の返還を
期に可能な限り実施していきたい。

①市史編さん委員会
・2023 年 8 月 25 日　於 みき歴史資料館３階会

議室
・2024 年 2 月 23 日　於 みき歴史資料館３階市

民会議室および Zoom によるハイブリッド
②通史編専門委員会
・2023 年 8 月 4 日　Zoom によるオンライン会

議
・2024 年 1 月 11 日　Zoom によるオンライン

会議
③地域編専門委員会
・2023 年 8 月 4 日　於 三木市史編さん室
・2024 年 1 月 11 日　於 三木市史編さん室およ

び Zoom によるハイブリッド

　三木市史編さん事業の調査研究活動について
は、各専門委員会に配置された部会単位で行われ

る。通史編専門部会については古代、中世、近
世、近代、現代、文化遺産、考古、自然環境の 8
部会で構成される。今年度は、近世資料編発刊に
向け執筆・校正作業にするため近世史部会の協議
は必要に応じて開催され、さらに来年度末発刊予
定の文化遺産編、さらに再来年度発刊予定の近
代・現代資料編へ向け、各部会の協議が活発に開
催された。古代史部会および中世史部会は、資料
編が発刊されたため今年度は大きな動きはみられ
なかったが、オンラインによる部会やフィールド
ワークを実施している。来年度末に発刊を迎える

『近世の史料』を担当する近世史部会（部会長：
山崎善弘氏（東京未来大学））は、一応原稿の出
稿が完了したため後期以降の部会協議のペースは
少なくなったが、必要に応じて開催している。編
さん室ないし文責者が参加した通史編各部会の協
議開催状況は下記の通りである（回数は昨年度分
を除き今年度中のもの）。

・2022 年 3 月 2 日　2022 年度第 4 回中世史部
会　Zoom によるオンライン協議

・4 月 23 日　第 1 回近世史部会　Zoom による
オンライン協議

・5 月 19 日　第 1 回文化遺産部会　Zoom によ
るオンライン協議

・5 月 20 日　第 2 回近世史部会　Zoom による
オンライン協議

・6 月 9 日　文化遺産部会蓮花寺検討会　Zoom
によるオンライン協議

・6 月 10 日　第 1 回近代史部会　Zoom による
オンライン協議

・7 月 15 日　第 3 回近世史部会　Zoom による
オンライン協議

・7 月 19 日　第 2 回文化遺産部会　Zoom によ
るオンライン協議

・8 月 26 日　第 4 回近世史部会　Zoom による
オンライン協議

・8 月 29 日　第 3 回文化遺産部会　Zoom によ
るオンライン協議

・9 月 29 日　第 4 回文化遺産部会　Zoom によ
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るオンライン協議
・9 月 30 日　第 5 回近世史部会　Zoom による

オンライン協議
・10 月 3 日　第 2 回近代史部会　Zoom による

オンライン協議
・10 月 31 日　文化遺産部会蓮花寺関係会合　於

神戸大学文学部
・11 月 23 日　第 1 回中世史部会（フィールドワー

ク）　於三木市内
・11 月 30 日　第 3 回近代史部会　Zoom による

オンライン協議
・12 月 13 日　第 5 回文化遺産部会　Zoom によ

るオンライン協議
・2023 年 1 月 23 日　 第 6 回 文 化 遺 産 部 会　

Zoom によるオンライン協議
・1 月 25 日　第 4 回近代史・現代史合同部会　

Zoom によるオンライン協議
・2 月 17 日　第 6 回近世史部会　Zoom による

オンライン協議
・3 月 13 日　第 7 回文化遺産部会予定　Zoom

によるオンライン協議予定

　次に、地域編については、地域住民を中心とす
る地域部会によって担われているが、昨年度末に

『三木の歴史』および『青山の歴史』の刊行がな
されたため、三木部会と青山部会は昨年度 3 月
をもって解散となった（但し 3 月時点で未発行
だったため今年度も随時会合実施）。引き続き別
所部会、細川部会の活動が進められた。なお、地
域編編さん専門委員会および編さん委員会におい
て、当初予定されていた『細川の歴史』を次年度
発刊へ刊行計画を変更するとともに、続刊につい
ても 1 年 1 冊刊行の予定に変更することが決まっ
ている。なお、本来ならば続刊の自由が丘部会と
三木南部会も立ちあげられなければならなかった
が、編さん室の多忙と適任者不足などが原因で現
時点でまだ立ちあげられていない。すでに立ち上
がっている別所・細川両地域部会では地域編編さ
んに向けて、月 1 回程度の協議のほか、地域内
の史料や文化遺産の調査に取り組んだ。

　なお、三木部会員で、長年にわたり三木市や美
囊郡の歴史研究に多大な貢献をされた進藤輝司さ
んが 9 月 30 日に逝去された。ご冥福をお祈りす
る。
　今年度の協議については下記の通りである。

①三木部会（※昨年度報告書執筆以降分含む）
・2023 年 3 月 10 日　第 28 回
・3 月 24 日　第 29 回（最終回）、3 月 31 日付

で部会解散（※新年度も数回会合実施）
②青山部会（※昨年度報告書執筆以降分含む）
・2023 年 3 月 17 日　第 21 回（最終回）、3 月
31 日付で部会解散（※新年度も数回会合実施）
③別所部会（※昨年度報告書執筆以降分含む）
・2023 年 3 月 9 日　第 15 回
・4 月 6 日　第 16 回
・5 月 11 日　第 17 回
・6 月 8 日　第 18 回
・7 月 13 日　第 19 回
・8 月 24 日　第 20 回
・9 月 21 日　第 21 回
・11 月 9 日　第 22 回
・12 月 14 日　第 23 回
・2023 年 1 月 18 日　第 24 回
・2 月 8 日　第 25 回
・3 月 14 日　第 26 回予定

④細川部会（※昨年度報告書執筆以降分含む）
・2023 年 3 月 2 日　第 16 回
・4 月 12 日　第 17 回
・5 月 25 日　第 18 回
・6 月 28 日　第 19 回
・8 月 8 日　第 20 回
・9 月 15 日　第 21 回
・9 月 28 日　第 22 回
・11 月 14 日　第 23 回
・12 月 21 日　第 24 回
・2024 年 1 月 24 日　第 25 回
・3 月 1 日　第 26 回予定
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　今年度 10 月 14 日から 12 月 24 日まで三木市
立みき歴史資料館の企画展として「地域の史料た
ち７～三木の歴史～」と題する展示が開催された。
本展は、三木市史編さん室とみき歴史資料館との
共同主催で開催された。織豊期のものをふくむ雲
龍寺文書をはじめ『三木の歴史』で引用した地域
史料の一部を展示することができた。次年度も共
同開催による企画展が予定されるが、内容につい
ては未定である。
　市史編さん事業に関わる今年度の逐次刊行物と
しては、『市史編さんだより』第 14 号（4 月 30
日付発行）、第 15 号（12 月 27 日付発行）、およ
び市史編さん室紀要『市史研究みき』第 8 号（12
月 20 日付発行）を発行することができた。

2.	 商工観光課との連携事業
　2010 年度より文化庁の地域伝統文化総合活性
化事業（「三木市文化遺産総合活用活性化事業」）
として、市民グループ「旧玉置家住宅文書保存会」
による襖下張り文書保存活動が行われたが、事業
終了後も市民グループ主体の活動が維持され、同
会の活動支援を実施している。

3.	 三木市立みき歴史資料館
　三木市立みき歴史資料館の事業について、館長
の諮問機関である「みき歴史資料館協議会」の委
員（会長）として参画し、同館の運営等に関わる
助言を行った。
　今年度は、10 月 19 日に第 1 回協議会が開催
されており、3 月 15 日には今年度第 2 回の協議
が予定されている。

（文責・木村修二）

三田市との連携事業

　「旧三田藩主九鬼家資料の総合調査」は、2023
年度は実施が見送られた。三田市との連携事業に
ついては、調査担当者・調査内容等について本学
人文学研究科地域連携センター・三田市の両者で
今後の活動に向けて改めて検討する必要がある。

（文責・加藤明恵）
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丹波篠山市との連携事業

1.	 丹波篠山市史編さん資料調査等業務共同研究
事業の経緯と経過
　1999 年に篠山・今田・丹南・西紀の 4 町が合
併して発足した篠山市は、2019 年に丹波篠山市
と改称して今日に至っている。合併前に存在した
各町村では折々に町村史が編纂されてきたもの
の、記述内容が町村制発足以降の行政史に留まっ
ているものが多い。加えて唯一通史的な叙述スタ
イルをとった『丹南町史』（上下巻・1994 年刊）
にも、史料編が存在しないなどの問題点があった。
このような背景から、2019 年度より『丹波篠山
市史』（仮称）の編纂が目指されることとなった。
市史の編纂に際して神戸大学と丹波篠山市との間
で「丹波篠山市史編さん資料調査等業務共同研究」
にかかる契約書が締結され、今年度まで継続され
ている。
　初年度にあたる 2019 年度は、市史編纂の準備
期間として市史編纂の基本方針や刊行スケジュー
ルを作成した。2 年目にあたる 2020 年度は、市
史編さん委員会と各専門委員会が発足し、基本方
針や刊行計画を策定した。また、市側で市史編纂
担当の係長や会計年度任用職員が着任し、歴史資
料の所在調査や整理作業を進める体制が整えられ
た。3 年目にあたる 2021 年度は、市史編さん事
業のための歴史資料調査を継続した。また、市史
編さん委員会および通史編・地域編専門委員会を
通じて、今後の事業計画案などについて話し合わ
れた。4 年目にあたる 2022 年度は、各専門部会
が設置され、通史編・史料編の編纂に向けた議論
が活発化するとともに、丹波篠山市史編さん係に
よるさまざまな機会をとらえた協力呼びかけが奏
功し、歴史資料の情報提供件数が増加した。
　そして、5 年目にあたる 2023 年度は各専門部
会での調査や巡検が活発化し、合宿形式の古文書
整理や調査報告会・シンポジウム等が実施された。

また、中央図書館で活動する地域資料整理サポー
ターからの協力により、市史編纂による収集史料
の整理に関しても推進力を得るに至った。

　地域編キックオフシンポジウム（2024 年 1月 13 日）

委員会及び専門部会の開催状況
　2024 年 3 月 10 日の市史編さん委員会・通史
編専門委員会において事務局より報告された内容
をもとに、委員会及び専門部会の開催状況を以下
に掲げる。
・編さん委員会：第 1 回 11 月 26 日、第 2 回 3

月 10 日
・通史編専門委員会：第 1 回 7 月 30 日、第 2 回

11 月 26 日、第 3 回 3 月 10 日
・地域編専門委員会：第 1 回 4 月 21 日、第 2 回

7 月 21 日、キックオフシンポジウム 1 月 13 日、
部会会議 3 月 16 日（予定）

・考古編専門部会：第 1 回 5 月 19 日、第 2 回 7
月 27 日、第 3 回 10 月 20 日、第 4 回 2 月 29
日

・古代編専門部会：第 1 回 5 月 27 ～ 28 日、市
外巡検 8 月 7 ～ 8 日、第 2 回 10 月 28 ～ 29 日、
市外巡検 12 月 9 ～ 10 日、第 3 回 3 月 23 ～
24 日（予定）

・中世編専門部会：第 1 回 6 月 10 ～ 11 日、第
2 回 11 月 11 ～ 12 日、第 3 回 1 月 6 ～ 7 日

・近世編専門部会：第 1 回 8 月 8 日、古文書調
査合宿 8 月 8 ～ 9 日、第 2 回 12 月 17 日、調
査報告会 12 月 17 日

・近現代編専門部会：第 1 回 1 月 13 ～ 14 日
・文化財編専門部会：第 1 回 4 月 14 日、第 2 回

6 月 23 日、第 3 回 7 月 28 日
・自然環境編専門部会：第 1 回 9 月 19 日、第 2
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回 10 月 24 日
・その他：古代・中世・近世部会合同史料調査：

5 月 18 日

　市史編さん委員会（2023 年 11 月 26 日）

　近世部会古文書調査合宿（2023 年 8月 9日）

展示会・報告会の実施状況
　昨年度より、市民等を対象として資史料調査の
成果を報告する展示会や報告会の開催が継続され
ている。今年度は下記の通り開かれた。
・第 2 回市史編さん新発見・新収蔵資料展「上

立町自治会文書から見える江戸時代の篠山城下
町」：5 月 19 日～ 6 月 18 日

・第 3 回市史編さん新発見・新収蔵資料展「丹波
篠山に伝わる古文書「丹波木綿と縞帳」：7 月
1 日～ 7 月 30 日

・図書館開館 20 周年記念事業「市史編さん事業
展」：8 月 2 日～ 8 月 20 日

・第 4 回市史編さん新発見・新収蔵資料展「鋪之
丞さまの初節句」：12 月 13 日～ 1 月 30 日

・令和 5 年度近世編専門部会調査報告「藩政日記
の世界」：12 月 17 日

・地域編キックオフシンポジウム「市民とともに

作り上げる「丹波篠山市史」」：1 月 13 日

　第 2回市史編さん新発見・新収蔵資料展（2023 年 5月 19 日）

　第 3回市史編さん新発見・新収蔵史料展（2023 年 7月 25 日）

主な史料調査の実施状況
　今年度、市史編さん室からの情報提供によって
調査や借用・返却に同席することができた主な史
料群は下記の通りである。なお、史料群名の前の
算用数字は丹波篠山市史編さんにおける史料群番
号（調査順）を示す。
・137 栗林家文書（西新町）：篠山藩家中として、

普請奉行や藩校教導方・成始斎頭取などを務め
る。藩主の大坂城代在任時に大坂城破損役を務
めた際の記録を含む。

・151 田中家文書（市外）：篠山藩家中の大石家
に関わる史料群で、アメリカへ移住した子息に
宛てた書簡などが含まれている。昨年度末に借
用し、今年度に改めて所蔵者への整理報告をお
こない、寄贈を受けるに至った。

・165 電子化資料：2022 年度の特別推進研究「地
域歴史資料学を機軸とした災害列島における
地域存続のための地域歴史文化の創成」（課題
番号 19H05457）により、丹波篠山市文化財
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課所蔵の写真アルバムをはじめ、丹南町史・今
田町史編纂時に収集されたネガフィルム、青山
歴史村所蔵のマイクロフィルム等が業者委託に
よって電子化された。これらのデータについて、
地域歴史資料データインフラでの公開を目指す
とともに、今般の丹波篠山市史編さんに活用す
るべく詳細の検討を進めている段階である。

・169 杉本家文書（大沢）：丹南町史編纂の折に
調査された杉本与二家と同一であることが判明
した。中世地侍の系譜を引き、近世には大庄屋
も務めた家で、所蔵文書には藩政記録も散見さ
れる。所蔵者からの聞き取りを経て、丹南町史
編纂時に作成された複写物を用いて検討を進め
ることとした。

・171 鳳鳴高校「青山文庫」：青山歴史村の藩政
史料とは別に収蔵されている史料・典籍などで、
来歴の異なる地方史料なども含まれている。5
月 18 日に、文化財編専門部会員である中西健
治氏の案内により、古代・中世・近世編専門部
会員の有志で調査をおこなった。

・183 高橋家文書（向井）：かつて、武庫川女子
大学の安達五男研究室によって一部の史料が整
理され、目録が作成された。所蔵者からの情報
提供と、考古編専門部会員で地域資料整理サ
ポーターでもある土佐雅彦氏の仲介を経て、段
ボール箱 10 箱分の史料を借用した。

・185 野々口家文書（福住、兵庫県立歴史博物館
所蔵）：約 3500 点の近世・近代文書からなる
史料群で、福住地区の NPO 法人 SHUKUBA に
よる協力を得て、2023 年度に兵庫県立歴史博
物館において初めて調査を実施した。写真撮影
をおこなった近世の福住駅関係の史料について
翻刻、検討し、SHUKUBA で実施されている古
文書講座の素材として活用を図った。

・188 森田家文書（今田）：凍豆腐の製造に携わっ
ていた家で、作業場（製造・箱詰等をおこなっ
ていた場所）の跡が現在も残っている。家業と
しては 1973 年に廃業している。凍豆腐製造の
沿革誌（コピー）や、歴代の兵庫県知事が工場
の視察に訪れた際の写真等を借用した。

・189 麻田家文書（福住）：文献史料として伝来
しているものは確認できないとのことだが、篠
山藩の儒者関徳からの来翰や親交のあった法貴
発の漢詩などをまとめた張り交ぜ屏風があり、
文化財課を通じて市史への情報提供があった。

・このほか日常的調査として、067 青山歴史村所
蔵史料（青山家文書）、126 堀井家文書（小立）
の整理・翻刻等を実施した。

　杉本家文書調査（2023 年 6月 28 日）

　鳳鳴高校「青山文庫」調査（2023 年 5月 18 日）

2.	 市立中央図書館「地域資料整理サポーター」
活動への協力
　地域資料整理サポーターは、中央図書館に所蔵
される未登録の郷土資料を整理し、そのことに
よって地域史に関わる資史料の公開や活用につな
げていくことを目的として、2013 年度に結成さ
れた。2014 年度からは「丹南町史編纂史料」を
対象として、目録作成や手書き翻刻文の PC 入力
などを進めている。2019 年度にはサポーター有
志による学会誌への活動報告が掲載されるととも
に、『丹南町史』編纂担当者を交えた座談会・中
央図書館での資史料展示が催された。さらに町史
編纂時からの課題であった『史料編』が製本され
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るなど、大きな前進が見られた。定例会議のほか、
毎週水曜日がサポーターの「自主活動日」とされ
ており、継続的に資史料の整理が進められている。
2021 年度からは、市史編纂の取り組みの一環と
して位置づけられ、2022 年度からは市史編さん
事業によって収集された史料の整理にも協力を得
ている。
　今年度の定例会議は、5 月 24 日・6 月 28 日・
7 月 19 日・9 月 20 日・12 月 20 日・1 月 17 日

（いずれも水曜日）の計 6 回開かれた。これらの
会議では、日常の資史料目録作成や翻刻文の入力
に関する折々の課題が共有され、解決方策につい
て話し合われた。また、第 1 回会議においては
サポーターを対象とした地域歴史資料の整理につ
いての研修を実施し、第 2 回～第 5 回会議にお
いては丹南町史編纂史料 H16-31「大火日記」（嘉
永 7 年〔1854〕）の輪読を実施した。また、第 6
回会議においては次年度における事務局の移転等
について報告され、サポーターからの意見聴取を
おこなった。

３．市立中央公民館主催「古文書講座（中級編）」
への出講
　中央公民館では 2020 年度まで古文書の読み解
き方をテーマとした初級者向けの「古文書入門講
座」が開講されていた。しかし、受講回数に制限
が設けられており、「卒業者」を含めた既受講者
を対象とした受け皿づくりが課題とされていた。
このような背景のもと、2021 年度より年間 5 回
ずつの「初級編」と「中級編」から構成される「古
文書講座」が新たに開始されている。
今年度は全 5 回の「中級編」と、市外研修講座
を松本が担当した。各回のテーマは以下の通り（い
ずれも月曜日の実施）。素材に関しては、第 1 回
は山田家文書（泉）・石田家文書（和田）、それ以
外は青山家文書の藩政日記を使用した。
・第 1 回（11 月 6 日）「幕末期の風刺的落書を読む」
・第 2 回（12 月 4 日）「明治元年、篠山藩の御姫

様と若君の帰国」
・第 3 回（1 月 22 日）「天保 14 年、篠山藩元締

所の公金盗難事件」
・第 4 回（2 月 5 日）「天保 13 年、菱田次郎右

衛門預り切手一件」
・第 5 回（3 月 4 日）「嘉永 7 年の篠山城下町社会」

４．部落史研究委員会へのアドバイザー協力
　2020 年度に発足した部落史研究会は、「部落
史研究会ささやま」を母体としている。この研究
会は市域における藩制時代の差別政策を検証する
ため、2007 年 5 月に発足した。地域連携センター
の学術研究員（当時）が講師として参画するよう
になったのは 2018 年度からのことで、以来毎月
2 回の研究会を実施してきた（毎月 1 回目に会員
での解読、2 回目に講師が加わって校正）。市側
からも、人権推進課の後援を得ている。
　丹波篠山市には、これまで多くの部落史研究に
用いられてきた「西誓寺文書」が伝えられており、
特筆すべきものとして寛政 4 年（1792）から安
政 5 年（1858）にかけて書き継がれた「日々年
代記」がある。また、「小川家文書」に含まれる「郡
中歳代記」は、幕末まで篠山藩を支配した青山家
が寛延元年（1748）に入部する以前の時期に遡
る記録として、貴重なものである。部落史研究委
員会はこれら基礎的史料の全文解読を目的として
発足し、正確な史料集の取りまとめと市民への啓
発を目指している。
　部落史研究委員会において、「部落史研究会さ
さやま」の研究会活動は専門部会の一環として位
置づけられ、今年度も月 2 回の専門部会を通じ
て「西誓寺文書」の「日々年代記」第 4 冊の解
読作業を進めた。2024 年 3 月時点で第 4 冊まで
の講読が完了し、現在は小川家文書「郡中歳代記」
と西誓寺文書「日々年代記」第 1 冊～第 4 冊ま
でを対象として、啓発資料の内容を検討している。
啓発資料は 2025 年度末の取りまとめを目標とし
ているため、次年度は原稿内容の調整を図るとと
もに、「日々年代記」第 5 冊以降の解読について
道筋をつけていきたいと考えている。

５．NPO 法人 SHUKUBA 古文書講座への出講
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　2019 年 7 月に設立された NPO 法人 SHUKUBA
は、2016 年 3 月に閉校した旧福住小学校を拠点
にカフェの運営や創作活動の支援などをおこない
ながら、旧本陣というアイデンティティを持つ福
住地域の魅力を発信している。2020 年度から地
域に眠る歴史資料を保全し、活用していくことを
目的として「古文書講座」がスタートすることと
なり、地域連携センターの特命助教へ講師の依
頼があった。今年度も計 3 回が実施され、その
うち 2 回を地域連携センター担当者が担当した。
各回のテーマは以下の通り。
・第 2 回（1 月 31 日）：「福住村の茶荷物争論―

後世に解決を託された「庭売一条」―」
・第 3 回（2 月 28 日）：「福住村の茶荷物争論

Part2―後世に解決を託された「庭売一条」―」
　なお、これらの講座を実施するため、福住地区
に関係する野々口家文書の調査を兵庫県立歴史
博物館において実施した。調査時には NPO 法人
SHUKUBA から、3 名の方々のご協力を得ること
ができた。

（文責・松本充弘）

明石市との連携事業

1.	 明石藩関連資料調査・公開業務
　明石市立文化博物館では、2013 年より同館所
蔵の黒田家文書および明石藩関係史料の整理・分
析の成果公開のため、企画展「明石藩の世界」を
毎年開催している。今年度は、企画展「明石藩の
世界Ⅺ―明石藩の懐事情」（会期：2023 年 9 月
9 日～ 10 月 15 日）を、明石市・明石市立文化
博物館・本学人文学研究科地域連携センターが主
催した。展示製作にあたっては、明石市立文化博
物館とともに、加藤明恵が構成立案、史料調査、
パネル・キャプション製作に携わり、本展示第 2
章「豪商による明石藩への貸付」を担当した。ま
た、展示図録への解説記事・論考「近世後期から
維新期における明石藩への大名貸」を執筆した。

　展示関連企画として明石市立文化博物館におい
て 9 月 24 日に加藤明恵「豪商による明石藩への
貸付」と題して講演会を開催した。今年度は定員
をコロナ禍以前ど同様の 80 人とした。また、特
別展示室におけるギャラリートークを 9 月 17 日・
10 月 1 日のそれぞれ 10：30 ～、13：30 ～の
計 4 回開催し、須貝隆弘氏（明石市文化スポー
ツ室歴史文化財係）・加藤明恵が展示内容につい
て解説を行った。

2.	 明石市における地域資料の調査
地域資料調査
　本調査は 2015 年度より、明石市市民生活局文
化・スポーツ室文化振興担当市史編さん室と共同
で継続している。今年度も 2023 年度から引き続
き、卜部和彦家文書（明石市大久保町西島）の調
査を行った。
　卜部和彦家文書は 2018 年度より明石市史編さ
ん室が文書を借用して調査を進めている。今年度
は第二次借用（2020 年 12 月 12 日）の近世～
近代の酒造業関係を中心とする史料の整理・写真
撮影を進めた。調査にあたっては、本学人文学研
究科学術研究員の義根益美氏、教育研究補佐員の
田中麦子氏の協力を得て進めた。調査は 2023 年
9 月 22 日、9 月 27 日、10 月 17 日、11 月 12
日・22 日、12 月 13 日、2024 年 1 月 24 日、2
月 14 日に実施した（2024 年 3 月 8 日実施予定）。
11 月 12 日の調査では目録作成・写真撮影の終
了した段ボール箱 11 箱分の史料を卜部家へ返却
し、新出の近世史料（引出し 1 杯）を借用した（第
四次借用）。2024 年度以降も引き続き調査を継
続する。
古代播磨の歴史文化遺産調査
　2019 年度から明石市史編さん委員会古代史部
会が主導して開始した播磨地域における古代史の
調査研究に関しては、昨年度に引き続き、渡部陽
子氏（神戸大学人文学研究科非常勤講師）が業務
を担当し、「群書類従」等からの明石・播磨関係
史料の抽出を進めた。
近代史料の調査
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　昨年度から引き続き、明石市史編さん委員会近
代史部会と連携して、本学人文学研究科学術研究
員の長町顕氏が明石市域に残る近代史料の調査を
実施した。また、『神戸又新日報』の明石関連記
事の検索・リスト作成は、牧野竜也氏（神戸大学
大学院人文学研究科博士課程）が昭和 2 ～ 3 年
分を担当した。
明石市史編さん委員会
　2023 年 6 月 17 日・8 月 26 日・12 月 23 日
に明石市立文化博物館において開催された明石市
史編さん委員会へ、地域史料調査の担当者として
出席した。2024 年 3 月 20 日に開催予定の市史
編さん委員会へも出席予定である。

3.	 横河家文書調査・公開業務
　本事業は 2016 年度に開始したが、2018 年度
は一時中断し、2019 年 8 月より調査を再開した。
横河家は明石市東二見にルーツをもつ家であり、
同家より明石市に寄贈された史料の調査を進めて
いる。今年度も、箱 7-1・箱 12 の目録作成を藤
川永子氏が担当して進めている。また、箱 6-3、
箱 7-1 の写真撮影を進めた。目録作成は全文書の
半分程度が終了し、2024 年度以降も継続して調
査を進める。
　2024 年度 6 月 1 日～ 30 日に、明石市立文化
博物館において企画展「東二見横河家の功績―大
坂の陣から近代建築まで―」を開催する予定と
なっている（主催：明石市。明石市立文化博物館、
神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター）。
同館学芸員須貝隆弘氏が中心に企画し、加藤明恵
と準備を進めている。

（文責・加藤明恵）

たつの市との連携事業

　2006 年に発足した神戸大学近世地域史研究会
は市民（阪神地域・播磨地域在住）を中心とする
研究会である。今年度は毎月 1 回日曜日の午後

にオンラインと対面とを組み合わせたハイブリッ
ド形式で開催した。これはコロナ禍以降に定着
した形である。参加者は昨年度より 4 名減少し、
今年度は 6 名であった。例会での報告形式はこ
れまでと変わらず、割り振られた担当部分の翻刻
および用語説明などをレジュメにまとめて発表し
てもらうものである。今年度はたつの市龍野町所
在善龍寺所蔵文書のうち幕末の寺院留「御本殿御
地頭御触記録」、香川県立ミュージアム所蔵「讃
州丸亀善竜寺文書」の解読に取り組んだ。例会で
の各自の報告の前には、「会報」で前回までの振
り返りをおこなった。配布した「会報」は№ 52（4
月号）から№ 58 最終号（10 月 3 日号）である。
なお、本研究会は今年度をもって停止することに
なり、最後の例会は 10 月 1 日であった。
　本研究会で取り組んだ善龍寺文書は、2015・
2016 年に史料調査し、2016 年から本格的に翻
刻作業を始めた。その成果報告書として今年度末
に『播磨国龍野城下における寺院と地域―真宗大
谷派善龍寺文書翻刻集―』を発行する。本研究会
にとって 7 年ぶりの刊行となるこの報告書には、
宗旨送り手形類、仙石騒動裁許、御本殿御地頭御
記録、香川県立ミュージアム所蔵「讃州丸亀善竜
寺文書」の翻刻文を収載した。江戸時代における
播磨国の真宗寺院の活動を通して、本山（東本願
寺）・領主（龍野藩）・地域の関係性を分析するこ
とのできる内容となっている。

（文責・室山京子）
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近世地域史研究会会報（最終号）

姫路市香寺町との連携事業

　2024 年 2 月 7 日（水）に香寺公民館におい
て開催された、香寺町史研究会の報告会「令和 5
年度提案型協働事業報告会「ふるさとの道」に井
上舞が参加した。

（文責・井上舞）

佐用町との連携事業

　今年度は事業として実施しなかった。
（文責・井上舞）

福崎町との連携事業

　福崎町とは 2009 年度より共同研究「福崎町の
地域歴史遺産掘り起こし及び大庄屋三木家住宅活
用案の作成等」を開始した。2017 年度からは「福
崎町の地域歴史遺産掘り起こし」と「大庄屋三木
家住宅文献資料調査」（2017 年度は民俗資料調
査）に分かれ、それぞれ共同研究に取り組んでい
る。具体的な活動については、以下の通りである。

1.	 共同研究「福崎町の地域歴史遺産掘り起こし」
松岡家関係資料調査
　今年度は、松岡家のうち、特に松岡五兄弟の両
親に関する事績掘り起こしのための資料調査を実
施した。福崎町立柳田國男・松岡家記念館所蔵の
関連資料の調査を行ったほか、2024 年 2 月 18
日には千葉松岡家の資料調査を行った。
　これらの調査を踏まえ、福崎町立柳田國男・松
岡家記念館にて、令和 5 年度秋期企画展「松岡
操　たけ展～松岡五兄弟を育てた夫婦～」（於福
崎町立柳田國男・松岡家記念館、2022 年 10 月
7 日～ 12 月 10 日）が開催された。（地域連携セ
ンター協力事業）
地域所在資料の調査・整理

・中島区有文書の調査・整理
　福崎町南田原中島が所蔵する区有文書につい
て、2018 年度に中島区長より依頼を受け、毎月
第 4 水曜日に地域住民とともに資料の整理・調
査を進めてきた。昨年度末で整理作業はいったん
完了した。ただし、2023 年 2 月に実施した展示
の際、資料に挟み込んだ付箋がはずれているもの
が多数確認されたため、4 月 26 日に展示に使用
した資料の出納を兼ねて、確認作業を行った。
　また、本年度 3 月末に中島区有文書および中
島区松岡家文書の目録集を発刊予定である。

・その他地区の区有文書の整理
　3 月 6 日・7 日に教員・院生計 7 名で、福崎町
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内に所在する資料の整理作業を行い、目録を作成
した。　

・「広報ふくさき」での成果還元
　連携事業の成果を広く知ってもらうべく、連携
事業開始時より『広報ふくさき』誌上に調査成果
を寄稿している。今年度は、「松岡五兄弟」シリー
ズのほか、三木家資料保存ワークショップで得ら
れた成果について「三木家よもやま話」シリーズ
で、地域資料の調査成果について「ふくさきの身
近な文化財」シリーズに寄稿した。

2.	 兵庫県指定文化財　三木家住宅文献資料調査
文献資料調査
　2017 年度より、大庄屋三木家文献資料（通称、
三木家文書）の調査を進めている。2019 年度よ
り未整理資料の目録作成を進めている。本年度は、
8 月 25 日・26 日に教員・学生計 5 名で三木家
文書のうち未整理資料の調査を行い、目録を作成
した。
　また三木家文書のうち、使用頻度の高い資料に
ついて、適宜デジタル化を進めている。今年度は
三木家住宅の副屋・離れに使用されていた襖に貼
られていた書画のデジタル化を行った。この画像
については、下記特別展の図録等に活用された。
　また、今後の活用に資するべく、昨年度より資
料集を作成している。今年度は「大庄屋三木家資
料集 5」として、三木家副屋・離れの襖の調査報
告書を発行予定である。
三木家資料保存ワークショップの開催
　2019 年度に調査した、三木家住宅内のふすま
下張り文書について、2020 年度より地域住民と
これを剥がすワークショップを開催している。今
年度も昨年度と同様、隔月開催第 1 土曜日の開
催とし、5 月 6 日、7 月 1 日、9 月 2 日、11 月
4 日、11 月 12 日、1 月 6 日、3 月 2 日に開催した。
3 月は成果報告会として、これまで剥がした下張
り文書の内容について井上が説明を行った。参加
者の反応は概ね好評であり、次年度以降も継続し
て行っていきたい。

調査成果の還元
　調査成果を広く知ってもらうべく、毎年秋期に
三木家住宅で特別展示を開催している。今年度は、
2019 年度に三木家副屋・離れの襖から救出した
襖の下張り文書についての展示を行うこととし、
これまで剥がした下張りの調査を進めた。これを
踏まえて、特別展示「ふすまの中から見る三木家
―下張り文書調査からわかってきたこと―」（於
大庄屋三木家住宅、2023 年 10 月 28 日～ 12 月
3 日）が開催された。（地域連携センター協力事
業）。また、11 月 12 日は、三木家入門講座⑦と
して、石橋知之（人文学研究科博士課程後期課程）
が大庄屋三木家住宅において「襖からのぞき見る
江戸本屋の営み～三木家と姫路の本屋の交流～」
と題した講演を行った。

3.	 事業報告書の作成
　上記 1．2．の事業についてそれぞれ報告書を
作成した。

4.	 その他
・12 月 21 日に開催された、福崎老人大学一般教

養講座において「松岡五兄弟と福崎と題した講
座を実施した。

・2024 年 3 月 27 日に開催予定の令和 5 年度福
崎町文化財保存活用地域計画協議会に井上が委
員として参加予定である。

（文責・井上舞）

猪名川町との連携事業

　有志による自主運営で開催している「猪名川
の古文書を楽しむ会」の例会を今年度も実施さ
れ、全ての会において木村がチューターを務めた。
2023 年 6 月までは第 3 土曜に開催してきたが、
7 月より第 1 土曜に開催日を変更した。諸事情に
より、2023 年 7 月は休会となった。

（文責・木村修二）
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大学協定にもとづく大分県中津市との
連携事業

　大分県中津市は、神戸大学の 前身である神戸
高等商業学校初代校長である水島銕也の生誕の地
である。2014 年より同市との交流がはじまり、
2016 年には中津市と神戸大学との包括的連携協
定が締結された。
　今年度は 2024 年 3 月 29 日に開催予定の、中
津市歴史博物館協議会に奥村が出席予定である。　

（文責・奥村弘）

香美町との連携事業

　令和 5 年度より香美町において「文堂古墳と
山陰道総合調査委員会」が発足し、古市晃と井上
舞が委員となっている。7 月 14 日に第 1 回の委
員会が香美町村岡地域局で開かれ、古市・井上が
出席した。また 11 月 18 日には、香美町立村岡
区中央公民館においてシンポジウムが開催され、
古市が「山陰道と古代の地域間交流」と題した講
演を行った。また、2 月には古市が学生とともに
現地調査を行った。2024 年 3 月 25 日に第 2 回
の委員会（オンライン開催）が予定されている。

（文責・井上舞）
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第 3 章

歴史資料・災害資料の保全・活用

歴史資料ネットワークへの協力・支援

1.	 災害対応
　歴史資料ネットワーク等と協力し、能登半島地
震への対応のあり方について協議した。

（文責・井上舞）

2.	 神戸市兵庫区平野地区における活動
　本年度も「奥平野古文書勉強会」が毎月 1 回（第
2 日曜）開催され、すべての例会で木村がチュー
ターを行った（4 月、8 月は休会）。

（文責・木村修二）

付属図書館震災文庫への協力

　本学の都市安全研究センター「東北大学等との
連携による震災復興、並びに災害科学分野におけ
る学術研究の支援経費」に基づき、災害資料学の
実践的研究を附属図書館とともに行なった。本
年度は「第 13 回被災地図書館との震災資料の収
集・公開に係る情報交換会」（2023 年 12 月 1 日、
ハイブリッド形式）を開催し、東日本の公立図書
館及び大学図書館、国立国会図書館など 18 機関
39 名の参加を得た。阪神・淡路大震災資料の教
育現場での活用について実践例の報告がなされ、
全体で議論と意見交換を行った。
　また、株式会社サンテレビジョン撮影震災映像

の震災文庫での公開にあたり、デジタルアーカイ
ブ学会「肖像権ガイドライン」を参考に人文学研
究科地域連携センターが映像内容を確認し、公開
に向けてサンテレビ・震災文庫・地域連携センター
の三者による検討会を定期的に開催して議論を重
ねた。これを踏まえ、2024 年 1 月 16 日、震災
文庫にて新たに 1995 年 1 月 18 日撮影分の映像
が公開された（2023 年度末時点で、計 341 件
公開）。また、この取り組みを通して発表された
佐々木和子「阪神・淡路大震災映像への肖像権ガ
イドライン適用の実践」（『デジタルアーカイブ学
会誌』7 巻 3 号）が、デジタルアーカイブ学会第
5 回学会賞を受賞した。なお、本年度は日本現代
史演習（担当・吉川）の一環として、サンテレビ
撮影震災映像の検討を行い、学部生・院生ら阪神・
淡路大震災を直接体験していない世代による資料
分析・検討と震災理解にむけた議論を進めた。
　本年度、神戸大学附属図書館が「人文学・社会
科学データインフラストラクチャー強化事業」の
拠点機関に採択されたことに伴い、同事業の推進
にも引き続き協力していく。

（文責・吉川圭太）

第 13 回　震災資料の収集・公開に係る情報交換
会
日時：2023 年 12 月 1 日（金）午後 1 時～ 3 時

半
場所：神戸大学大学院人文学研究科　人文学研究

科学生ホール（A 棟 1 階）
開催方法：ウェブ会議システム（Zoom）による　
　　　　　オンライン開催 + 対面（希望者）
主催：神戸大学都市安全研究センター「災害資料
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学の実践的研究―阪神・淡路大震災の知見
を基礎として―」（研究代表者・奥村弘）、
阪神・淡路大震災資料の保存・活用に関す
る研究会、神戸大学附属図書館

共催：大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
「歴史文化資料保全の大学・共同利用機関
ネットワーク事業」、科学研究費補助金特
別推進研究「地域歴史資料学を機軸とした
災害列島における地域存続のための地域歴
史文化の創成」研究グループ（研究代表者・
奥村弘）、神戸大学異分野共創研究ユニッ
ト「歴史文化資源の保全活用とデータ共有
に向けた基盤研究」

プログラム
13:00 ～ 13:05　開会の挨拶（神戸大学附属図書
館長　土佐幸雄）　　
13:05 ～ 13:15　趣旨説明（神戸大学理事・副学
長　奥村弘）
13:15 ～ 13:45　報告①震災資料を活用した歴史
教育と歴史研究（神戸大学大学院人文学研究科講
師　吉川圭太）
13:45 ～ 14:15　報告②震災資料を活かした語り
と防災教育（神戸学院大学現代社会学部社会防災
学科教授　舩木伸江）
14:15 ～ 14:25　休憩
14:25 ～ 15:30　質疑応答・情報交換会

人文学研究科古文書室の所蔵文書整理

　今年度は事業として整理作業は行っていない。
（文責・木村修二）



－ 44 －

第 4 章

地域歴史遺産を活用できる人材の育成

地域歴史遺産の活用をはかるリーダー養成
教育プログラム

　人文学研究科地域連携センターでは、2004 年
度から 2006 年度まで、工学部建築学科などと協
力しつつ、文部科学省の支援をうけ、「地域歴史
遺産を活用できる地域リーダー」の育成を目的と
する学生教育プログラムの開発に取り組んできた

（文部科学省・現代的教育ニーズ取組支援プログ
ラム）。この事業によって開発された教育プログ
ラムが、2007 年より文学部と大学院人文学研究
科の正式科目として採用された。とくに人文学研
究科では、「地域歴史遺産活用研究」「地域歴史遺
産活用演習」と「地域歴史遺産活用企画演習」の
3 科目が、研究科内の「選択必須共通科目」とし
て位置づけられることになった。
　地域連携センターでは 2007 年度より、これら
3 つの科目の授業内容と素材を提供している。3
科目のうち、「地域歴史遺産活用研究」（学部講義
名は地域歴史遺産保全活用基礎論 A・B）は、地
域歴史遺産の現状と課題を把握し、その活用のた
めの基礎的知識と能力をつける入門講義である。

「地域歴史遺産活用演習」は、地域歴史遺産の分類・
整理・解読・展示内容などの実践的方法を学び取
る専門的演習、「地域歴史遺産活用企画演習」は、
活用のための企画展示等を自治体関係者や地域住
民と企画考案するような実践的演習である。
　専門コースの学生・院生は、この 3 つの講義・
演習をすべて履修し、専門外コースの学生・院生
はまず「地域歴史遺産活用演習」を取得し、自分

の興味にしたがって「地域歴史遺産活用企画演習」
を履修する構成になっている。
　以下、各授業・演習の中身の概要について記す。
なお 3 つの講義のうち、「地域歴史遺産保全活用
基礎論 A」は、博物館科目の「博物館資料論」と
しても開講された。

1.	 地域歴史遺産活用研究（学部向けは「地域歴
史遺産保全活用基礎論 A」（前期）・「地域歴史遺
産保全活用基礎論 B」（後期）
○前期授業
 4/14 　「序論：地域社会の未来のための地域歴

史遺産」奥村弘（人文学研究科教授）
 4/21　「歴史系博物館資料論：博物館の現状と

課題」古市晃（人文学研究科教授）
 4/28　「地域文献資料論」木村修二（人文学研

究科特命講師）
 5/12　「現代資料論」佐々木和子（人文学研究

科学術研究員）
 5/19　「災害資料論」吉川圭太（人文学研究科

講師）
 5/26　「地域歴史遺産の救出」加藤明恵（人文

学研究科特命助教）
  6/2　「資料修復論」松下正和（神戸大学地域連

携推進本部特命准教授）
  6/9　「地域歴史遺産をとりまく状況」井上舞（人

文学研究科特命講師）
 6/16　「地域文書館（史料館）論」河野未央（尼

崎市立歴史博物館あまがさきアーカイブ
ズ）

 6/23　「地域資料調査・整理論」出水清之助（人
文学研究科特命助教）



－ 45 －

 6/30　「大学史資料と史料室」野邑理栄子（神
戸大学大学文書史料室室長補佐）

  7/7　「文学資料と文学館」井上勝博（芦屋市谷
﨑潤一郎記念館学芸員）

 7/21　「中山間地域における地域歴史遺産の保
存継承」石松崇（香美町教育委員会生涯
学習課）

 7/28　「歴史文化を面白がり共感を生むために」
若狭健作（株式会社地域環境計画研究所
代表取締役）

  8/4　「地域歴史資料学とは何か」市澤哲（人文
学研究科教授）

○後期授業
 10/5　「序論―地域の歴史遺産とその保全」奥

村弘（神戸大学理事・副学長）
10/12　「文化財とはなにか」柏原正民（兵庫県

教育委員会事務局文化財課課長）
10/19　「兵庫県内の地域の文化財―史跡・文化

的景観」服部寛（兵庫県教育委員会事務
局文化財課副課長兼文化財班長）

10/26　「兵庫県内の地域の文化財―埋蔵文化財
とはなにか」中村弘（兵庫県立考古博物
館館長補佐）

11/02　「兵庫県内の地域の文化財―仏教美術を
中心に」神戸佳文（関西大学非常勤講師）

11/09　「地域の文化財の発見」黒田龍二（神戸
大学大学院工学研究科名誉教授）

11/16　「兵庫県内の地域の文化財―近代化遺産
を中心に」足立祐司（神戸大学大学院工
学研究科名誉教授）

11/30　「大規模自然災害と文化財救出、その効
果について」内田俊秀（京都造形芸術大
学（京都芸術大学）名誉教授）

 12/7　「地域歴史遺産の保全・継承と活用を考
える」	 松下正和（神戸大学地域連携推
進本部特命准教授）

12/14　「地域歴史遺産、保全活用手段としての
地図（地域）」菊地真（神戸大学大学院
人文学研究科准教授）

12/21　「歴史的建造物の保存・修復」足立裕司（神

戸大学大学院工学研究科名誉教授）
 1/11　「地域住民と協働した地域歴史文化の保

全活動」井上舞（神戸大学大学院人文学
研究科特命講師）

 1/18　「博物館運営と歴史遺産の活用」山地秀
俊（前神戸大学経済経営研究所教授）

 1/25　「都市景観とまちづくり」三輪康一（神
戸大学大学院工学研究科名誉教授）

　　　→休講
　2/1　「地域社会生活誌の再構築に向けて」古

市晃（神戸大学大学院人文学研究科教授）
（文責・井上舞）

2.	 地域歴史遺産活用演習（学部授業名は「地域
歴史遺産保全活用演習 A」、大学院人文学研究科
博士課程前期課程は「地域歴史遺産活用演習」、
後期課程は「地域歴史遺産活用企画演習」）
　例年、神戸大学大学院農学研究科・篠山フィー
ルドステーションにおいて、地域歴史遺産保全活
用演習Ａ（学部学生向け）、地域歴史遺産活用演
習（大学院博士課程前期課程の大学院生向け）の
授業を行っている。これは、主に近世・近代の古
文書の整理・読解を通じて、地域歴史遺産を基礎
とするまちづくりについて考える授業で、市民も
参加して毎年実施しているものである。
　昨年度までは新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のため、合宿形式での開催はできず、学
内で感染症対策をとりながら実施していた。今年
度より合宿形式での実施を再開した。受講者は 9
月 5 日（火）に事前学習を行い、7 日（木）・8 日（金）・
9 日（土）に篠山フィールドステーションで 3 日
間の演習に臨んだ。今回の演習では、丹波篠山市
立青山歴史村所有の近世～近代の未整理史料を
扱った。合宿中は、地域ボランティアの方が見学
に見え、また最終日には班ごとの成果報告会を
行った。
　また、2 月 8 日（木）・9 日（金）に、三木市
玉置家住宅にて「地域歴史遺産保全活用演習Ｂ」

（学部向け）、「地域歴史遺産活用演習」（大学院前
期博士課程向け）、「地域歴史遺産活用企画演習」
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（大学院後期課程向け）の授業を実施した。前日
の 2 月 7 日（水）には、学内にて事前学習を行った。
実習で扱った史料は、三木市細川町に残されてい
た区有文書であった。後期合宿についても、市民
ボランティアにご協力いただいた。また、整理作
業終了後に、班ごとの成果報告を行った。

（文責・井上舞）

特別研究「地域歴史遺産保全活用教育研究
を基軸とした地域歴史文化育成支援拠点の
整備」事業を定着・普及させる活動

　2010 ～ 2012 年度特別研究「地域歴史遺産保
全活用教育研究を基軸とした地域歴史文化育成支
援拠点の整備」事業で開発した、地域歴史遺産を
活用できる人材育成プログラムを、普及・定着を
図り、2013 年度より「まちづくり地域歴史遺産
活用講座」とそのオプションプログラムである「古
文書解読初級講座」を実施している。

1.	 まちづくり地域歴史遺産活用講座
　本講座は、歴史文化を地域づくりに活用し、次
世代に残してゆくために、その担い手となる人材
の育成が重要という考えのもとに開催してきたも
のである。今年度は、2023 年 10 月 21 日（土）・
22 日（日）の 2 日間にわたり、神戸大学文学部
B 棟 1 階小ホールにおいて、一般市民向けに開催
した（主催：神戸大学大学院人文学研究科・同地
域連携センター、共催：兵庫県教育委員会、後援：
神戸市・神戸市灘区）。申込者数は 9 人、当日参
加者数は 7 人であった。実際に具体的なまちづ
くりの活動を行っていない市民に対しても、地域
の歴史の見方や地域歴史遺産を保存・活用するた
めの考え方・事例・実践に関して講義を開講する
ことができた。
　講座の次第は以下のとおり。

【1 日目】10 月 21 日（土）
10:00 ～ 10:05　事務連絡
10:05 ～ 10:20　参加者自己紹介　
10:20 ～ 11:20　地域歴史遺産とまちづくり（奥

村弘）
11:30 ～ 12:30　地域の歴史の見方　古代（古市
晃）
12:30 ～ 13:30　昼休み
13:30 ～ 14:30　地域の歴史の見方　中世（市沢
哲）
14:40 ～ 15:40　地域の歴史の見方　近世（木村
修二）
15:50 ～ 16:50　歴史資料の取り扱いの基礎Ⅰ

（同上）
【2 日目】10 月 22 日（日）
10:00 ～ 11:00　地域の歴史の見方　近現代（吉
川圭太）
11:10 ～ 12:10　地域歴史遺産活用事例の紹介

（井上舞）
12:10 ～ 13:10　昼休み
13:10 ～ 14:10　地域歴史資料取り扱いの基礎Ⅱ

（松本充弘）
14:20 ～ 15:30　災害から地域資料を守る（加藤
明恵）
15:30 ～ 16:00　アンケート記入
16:00 ～ 16:50　意見交換会
16:50 ～ 17:00　修了証授与・閉講挨拶（奥村弘）

（文責・加藤明恵）

2.	 古⽂書解読初級講座
　11 月 6 日、13 日、20 日、27 日、 計 4 回 の
日程で神戸大学文学部 B135（小ホール）にて、
対面形式で開催した。これまでの「まちづくり地
域歴史遺産活用講座」の受講生に案内し、18 名
の参加者があった。
　講師は河島裕子氏（尼崎市立歴史博物館）が務
め、「くずし字の理解が早くなった。」「時代背景、
庶民の生活等が推し量れたので良かった」と非常
に好評であった。また古文書室架蔵御影村文書の
現物を見て、活発な質疑応答を行った。

（文責・横山朋子）
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神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター
まちづくり地域歴史遺産活用講座 オプションプログラム

        2023 年度古文書解読初級講座のご案内

神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターでは、2010 年から「まちづくり地域歴史遺産活用講座」
を開催してまいりました。これまでの講座を通じて、多くの受講者の方から「もっと古文書を読んでみたい」

「くずし字が読めるようになりたい」というご要望をいただきました。
　そこで、古文書にあまり接したことのない方に向けて、例年全 4 回の古文書解読初級講座を文学部にて開
催してきました。本年度も昨年に引き続き対面で講座を行います。
まちづくり講座を受講して古文書に興味を持った方や、「くずし字を学んでみたいけど機会がなかった」と
いう方に、ぜひ受講していただければと思います。

【日程】 第 1 回
第 2 回
第 3 回
第 4 回

11 月　6 日 （月）
11 月 13 日 （月）
11 月 20 日 （月）
11 月 27 日 （月）

13:30 ～ 15:00（対面開催）
13:30 ～ 15:00（対面開催）
13:30 ～ 15:00（対面開催）
13:30 ～ 15:00（対面開催）

【募集人数】先着 20 名
【場所】神戸大学大学院人文学研究科（教室未定）
【申込方法】名前（ふりがな）、住所、電話番号を
　　　明記の上、FAX（078－803－5566）か
　　　下記メールアドレスに申込み

※【重要】お申込はこの案内を受け取られたご本人のみ有効です。

過去の『まちづくり講座』受講者の方のみ受講可能ですのでご了承下さい。

【締め切り】10 月17日（火）必着
【講師】 河島裕子先生（尼崎市立歴史博物館）
【受講料】 無料
【連絡先】 〒657-8501　 神戸市灘区六甲台町 1-1
　神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター

メールアドレス：a301komonjositu@gmail.com

☚こちらの QR コードからもお申込できます

※必ずお読みください
・対面形式のため、当日発熱などの症状がある方は来場をご遠慮ください。

・新型コロナウィルス感染症の状況により、内容や、開催方法等は変更になる場合があります。
あらかじめご了承ください。（オンライン開催に変わる可能性があります）
・講座当日神戸市に「暴風警報」または「大雨警報」が発令され、午前 11 時までに解除されな
かった場合、その日の講座は休講とします。
・お預かりした個人情報は、神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターが適切に管理し、受
講者管理および当センターからのご連絡やご案内に利用いたします。

「書物諸帳面目録渡シ帳」
（尼崎市立歴史博物館あまがさき
アーカイブズ所蔵福田佐一郎氏文書）

古文書初級講座案内チラシ

まちづくり
地域歴史遺産
活用講座 2023

2023年10月21日（土）・22日（日）
10：00 ～16：50／17：00

神戸大学文学部（神戸市灘区六甲台町1-1）

　近年各地で、地域歴史遺産を活用した
まちづくりの取り組みが、住民自身の手
でおこなわれています。
　この講座は、こうした取り組みに関心
を持つ市民のみなさんに向けて、地域の
歴史についての考え方や見方を学ぶ機会
を提供する試みです。「こういう考え方
がある」「こういうこともできる」など、
地域の歴史に関心を持ったり、地域づく
りに役立てていく入口になればと考えて
います。

神戸大学
文学部
公開講座

神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター
〒657-8501　神戸市灘区六甲台町 1-1
Tel/Fax:078-803-5566
Email:area-c@lit.kobe-u.ac.jp
http://www.lit.kobe-u.ac.jp/~area-c/

定員
20名
応募者多数の
場合は抽選を
行います。

受講者
募集

受講料
無料

会
場

日
時

お
問
い
合
わ
せ

主催：神戸大学大学院人文学研究科、同地域連携センター
共催：兵庫県教育委員会
後援：神戸市、神戸市灘区（申請中）

まちづくり地域歴史遺産活用講座案内チラシ
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第 5 章

地域連携センターを拠点とするプロジェクト

科学研究費補助金「地域歴史資料学を機軸
とした災害列島における地域存続のための
地域歴史文化の創成」（研究代表者：奥村弘、
課題番号：19H05457）

　本研究は、地域歴史資料学の成果を踏まえ、社
会構造の大変動による人口減少や大規模災害等に
より危機に瀕している日本の地域存続の基盤とな
る、新たな地域歴史文化創成のための実践的研究
領域を確立することを目的としている。具体的に
は、①地域住民を軸とする地域歴史資料と地域歴
史文化の未来への継承方法の確立、②地域歴史文
化創成に資するデータの国際標準構築と全国的
データインフラストラクチャー構築、③大災害が
続発する日本列島において、地域歴史文化は災害
の記憶を蓄積する文化を内包させてきたことを踏
まえ、地域歴史文化創成の基礎となる新たな地域
社会形成史の通史的提示を行う。
　またその中で、災害事象等についての歴史的
データの発見、確度の向上をはかり、減災研究に
も寄与すること、さらに地域社会において同様な
課題を持つ世界各地の研究者間の課題共有をはか
り、国際的な学術研究プラットフォーム形成を進
めることを目指している。
　本学人文学研究科地域連携センターは、本研究
の実践・研究のための拠点施設に位置付けられて
いる。
　2023 年度はかかる目的のために以下の研究活
動を展開した。なお、本研究課題は 2023 年度で
研究期間終了予定である。研究成果は、『文明動
態学』Vol.3 特集「災害と文明・地域社会」（2024
年 3 月刊行予定）、および天野真志・松下正和編『地

域歴史文化のまもりかた』（文学通信、2024 年 3
月刊行予定）において公表する予定である。この
ほか研究成果や今後の課題については、2024 年
3 月 23 日・24 日に開催予定（於スペースアルファ
三宮）の総括研究会で議論されることとなってい
る。

1．国際シンポジウム「大災害時代における地域
存続と歴史文化―地域歴史資料学を機軸として
―」の開催
　本特別推進研究では、5 年間の研究成果をひろ
く発信し、国際的な研究の中にも位置づけるため、
海外からも研究者を招聘して国際シンポジウムを
開催した。続発する大規模自然災害により地域歴
史文化の継承が大きな危機に瀕する状況下で、地
域住民を主体としながらいかにしてそれらを保全
継承することができるか、この間研究を深めてき
た地域歴史資料学の視点から報告を行い、報告者・
参加者により活発な議論が行われた。
日 時：2024 年 3 月 2 日（ 土 ）13:00 ～ 17:50、

3 月 3 日（日）10:00 ～ 15:00
会場：神戸大学統合研究拠点コンベンションホー

ル、オンライン（Zoom 利用）
報告：

	○ ガーボル・ションコイ（エトヴェシュ・ロ
ラーンド大学）“Local Archives as Cultural 
Heritage: Current European Practices and 
Challenges”（文化遺産としての地域アーカ
イブズ―ヨーロッパの実践と課題）

	○ 奥村弘（神戸大学）“Civic Society Formation 
and Local Historical Materials Studies: 
Practical Research Projects during Major 
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Natural Disasters in Japan”（市民社会形成と
地域歴史資料学―日本の大規模自然災害時の
実践的研究を通して）

	○ 胡光（愛媛大学）“Symbol of Recovery from 
the Torrential Rain in Western Japan: New 
Trends in the Inheritance of Local Historical 
Heritage”（西日本豪雨からの復興の象徴―
地域歴史遺産継承の新動向）

	○ 　天野真志（国立歴史民俗博物館）“Current 
Trends and Possibilities for the Succession 
of Local Materials”（地域資料保存・継承の
潮流と可能性）

	○ 今津勝紀（岡山大学）“Disasters and human 
life: New developments in research on 
disaster and local history”（災害と人間の暮
らし―地域史研究の新地平）

	○ 後 藤 真（ 国 立 歴 史 民 俗 博 物 館 ）“The 
Imperative of Utilizing Digital: Harnessing 
Information Technology for the Preservation 
of Historical Resources and Envisioning Its 
Future”（なぜデジタルを使うのか？歴史資
料を守るための情報技術とその未来）

	○ アンドレアス・フィッカーズ（ルクセンブ
ル ク 大 学 C2DH セ ン タ ー）“Digital Public 
History: The Challenges of Real-Time History 
in Times of Crises”（デジタル・パブリック・
ヒストリー―危機の時代における歴史の「い
ま」の課題）

	○ 高妻洋成（文化財防災センター）“Emergency 
R e p o r t :  T h e  2 0 2 4  N o t o  Pe n i n s u l a 
Earthquake Cultural Heritage Rescue”（ 緊
急報告：2024 年能登半島地震文化遺産レス
キュー）

2.	 桃園市立大溪木藝生態博物館（台湾）の訪問
　本科研事務局では、住民と博物館とが協力して
地域の歴史文化を調査し、博物館展示を行ってい
る大溪木藝生態博物館の訪問を企画し、2023 年
11 月 3 日～ 6 日に実施した。訪問では、同館の
理念・主要な活動および大溪の歴史文化・宗教文

化、木工芸産業の歴史についての知見を得、陳館
長・枋副館長、台北芸術大学の黄貞燕氏らと意見
交換を行った。同館では大溪旧市街の街並み保存
や大溪郊外での宗教行事の調査に取り組んでいる
が、「街角館」と呼ばれる、住民が博物館に協力
して一般の商店や住宅・寺院等でパネル展示や解
説等を行う展示パートナーと連携している。今回
の訪問では数カ所の「街角館」の取り組みを見学
して地域住民の方々とも意見交換を行うことがで
き、大溪木藝生態博物館の歴史文化をめぐる特徴
的な地域連携から多くの知見を得ることができ
た。

3.	「地域歴史資料データインフラストラクチャ
構築領域」関連行事ディスカッション「歴史資料
のデータはどのようにすれば増えるのか ?」の開
催
　人間文化研究機構国立歴史民俗博物館機関拠点
型基幹研究プロジェクト「日本歴史文化知の構
築」2022 年度の成果報告全体集会におけるディ
スカッション「歴史資料のデータはどのようにす
れば増えるのか ?」が、特推 B 班の関連行事とし
て実施された。
日時：2023 年 4 月 14 日（金）15:10 ～ 17:00
会場：国立歴史民俗博物館大会議室およびオンラ

イン
登壇者：
　司会：橋本雄太（国立歴史民俗博物館）、趣旨

説明：後藤真（国立歴史民俗博物館）、話題提供：
木幡圭祐（山形大学）

4.	「災害文化と地域社会形成史」研究会の開催
　主催はいずれも特別推進研究「地域歴史資料学
を機軸とした災害列島における地域存続のための
地域歴史文化の創成」（代表：奥村弘）C 班「災
害文化を内包した地域社会形成史研究領域」、岡
山大学文明動態学研究所
第 20 回研究会「災害と近代の地域社会」
日時：2023 年 5 月 21 日　13:30 ～ 17:00
開催方法：オンライン開催（Zoom 利用）
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・報告：
	○  三村昌司氏（防衛大学校）「千住中組高尾家

と明治期の水害」
	○  川内淳史氏（東北大学）「明治〜大正期の感

染症と地域社会」
第 21 回研究会「歴史地震の再検討」
日時：2023 年 7 月 22 日　13:30 ～ 17:00
開催方法：オンライン開催（Zoom 利用）
報告：

	○ 隈元崇（岡山大学）「断層モデルと強震動計
算から検討した慶長年間の伊与と豊後の地
震」

	○ 荒井秀規（藤沢市）「『理科年表』地震年表（10
世紀以前）表記の変遷と問題点」

第 22 回研究会「災害情報と地域社会」
日時：2023 年 9 月 9 日　13:30 ～ 17:00
開催方法：オンライン開催（Zoom 利用）
報告：

	○ 胡光（愛媛大学）「小松藩会所日記に見る災
害―享保の飢饉対応を中心に―」

	○ 天野真志（国立歴史民俗博物館）「明治期の
災害情報と記録化―遠藤允信の情報活動とそ
の背景―」

第 23 回研究会「科研関連成果の書評会」
日時：2022 年 11 月 23 日　13：30 〜
	        17：00
開催方法：オンライン開催（Zoom 利用）
報告：

	○ 松下正和（神戸大学）「今津勝紀著『日本古
代の環境と社会』」

	○ 松田陽（東京大学）「ションコイ・ガーボル 
奥村 弘・根本峻瑠・市原晋平・加藤明恵 著・
訳『ヨーロッパ文化遺産研究の最前線』」

5．関連行事の共催・協力等
・相馬歴史資料ネットワークシンポジウム「そう

まの歴史を守る・つたえる」2023 を共催した
（2023 年 9 月 3 日、於福島県立相馬高校・同
若駒会館、主催：そうま歴史資料保存ネットワー
ク）。

・第 13 回震災資料の収集・公開に係わる情報交
換会を共催した（2023 年 12 月 1 日、於神戸
大学大学院人文学研究科学生ホール、オンライ
ン開催、主催：神戸大学都市安全研究センター

「災害資料学の実践的研究―阪神・淡路大震災
の知見を基礎として―」（研究代表者・奥村弘）、
阪神・淡路大震災資料の保存・活用に関する研
究会、神戸大学附属図書館）

・第 5 回歴史文化資料保全西日本大学協議会に協
力した（2023 年 12 月 17 日、オンライン開催、
主催：人間文化研究機構ネットワーク型基幹研
究プロジェクト「歴史文化資料保全の大学・共
同利用機関ネットワーク事業」、神戸大学大学
院人文学研究科）。

・第 22 回歴史文化をめぐる地域連携協議会「地
域歴史遺産を取り巻く多様な取り組み―文化財
保存活用地域計画を足がかりにして―」を共催
した（2024 年 1 月 21 日、於神戸大学瀧川記
念学術交流会館、主催：神戸大学大学院人文学
研究科、同地域連携センター）。

・第 10 回全国史料ネット研究交流集会を共催し
た（2024 年 2 月 17 日・18 日、於一橋大学東キャ
ンパス、主催：第 10 回全国史料ネット研究交
流集会実行委員会、人間文化研究機構ネット
ワーク型基幹研究プロジェクト「歴史文化資料
保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」）

（文責・加藤明恵）

歴史文化資料保全の大学・共同利用機関
ネットワーク事業

　2018 年 1 月、神戸大学・東北大学・人間文化
研究機構（基盤期間：国立歴史民俗博物館）の三
者で「歴史文化資料保全の大学・共同利用期間ネッ
トワーク事業」( 略称：歴史資料保全 NW 事業 )
についての連携協定が締結された。この事業は、
歴史文化資料保全及びそのための全国的な相互支
援体制の構築、資料保全を担う人材の育成・教育
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プログラムの研究、地域の歴史文化の継承にかか
わる大学の機能強化を主な目的としている。
　同事業は 2022 年度より人間文化研究機構ネッ
トワーク型基幹研究プロジェクトに位置づけら
れ、第 1 期からの活動を継承・発展させ、各種
事業を展開している。
　本センターは、中心 3 拠点の一つである神戸
大学大学院人文学研究科が推進する事業の基盤機
関である。本年度は下記の事業を行った。

1.	 講演会「よみがえる聆涛閣コレクション－神
戸歴史遺産「住吉の豪商・吉田家関係資料」を知
り、守り、伝える－」（主催）
日時：2023 年 4 月 15 日（土）
会場：御影公会堂
共催：一般財団法人住吉学園住吉歴史資料館、神

戸大学人文学研究科地域連携センター、協
力：神戸市

参加：117 名
挨拶　：奥村 弘（神戸大学理事・副学長）
報告①： 藪田 貫（兵庫県立歴史博物館館長）「摂

津・河内の旧家と武家の交流ー住吉村吉
田喜平次を中心にー」

報告②： 三上 喜孝（国立歴史民俗博物館教授）
「『聆涛閣集古帖』の魅力　－国立歴史民
俗博物館企画展示「いにしえが、好きっ！
－近世好古図録の文化誌－」がめざした
もの－」

報告③：須藤 宏（神戸史談会）「聆涛閣と宝物、
明治以降」

報告④：加藤 明恵（神戸大学大学院人文学研究
科特命助教）「吉田道可の文化的ネット
ワーク―松平定信『集古十種』編纂を中
心に―」

報告⑤：古市 晃（神戸大学大学院人文学研究科
教授）「吉田家資料の伝来と新出資料の
発見」

　

主催　人間文化研究機構基幹研究プロジェクト『歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業』
共催　一般財団法人住吉学園住吉歴史資料館、神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター　
協力　神戸市

よみがえる
  聆涛閣コレクション
      神戸歴史遺産「住吉の豪商・吉田家関係資料」を知り、守り、伝える

れ い と う か く

令和 5 年

4 月 15 日（土）13:00 ～ 16:30
御影公会堂

申込方法　参加無料　事前申込制
神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターHP
（http://www.lit.kobe-u.ac.jp/~area-c/）に設置した
フォームよりお申込みください
右のQRコードからも申込可能です

藪田  貫（兵庫県立歴史博物館館長）
　　　「摂津・河内の旧家と武家の交流ー住吉村吉田喜平次を中心にー」
三上  喜孝（国立歴史民俗博物館教授）
　　　「『聆涛閣集古帖』の魅力　ー国立歴史民俗博物館企画展示
　　　　　　「いにしえが、好きっ！ー近世好古図録の文化誌ー」がめざしたものー」
須藤  宏（神戸史談会）
　　　「聆涛閣と宝物、明治以降」
加藤  明恵（神戸大学大学院人文学研究科特命助教）
　　　「吉田道可の文化的ネットワーク―松平定信『集古十種』編纂を中心に―」
古市  晃（神戸大学大学院人文学研究科教授）
　　　「吉田家資料の伝来と新出資料の発見」
総合討論　司会：市沢  哲（神戸大学大学院人文学研究科教授）

総合司会　井上  舞（神戸大学大学院人文学研究科特命講師）

講演会

問合せ
神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター（担当：井上  舞）
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1
TEL&FAX 078-803-5566
E-mail：area-c.event@people.kobe-u.ac.jp

※  背景画像は国立歴史民俗博物館 khirin-i で公開中の 
　  「聆涛閣集古帖」の画像を加工

先着 130名　申込締切：4月 13日（木）

（開場   12:20）

2.	 歴史文化資料保全西日本大学協議会の開催
( 主催 )
日時：2023 年 12 月 17 日（日）13:30 ～ 17:00
会議形態：オンライン（zoom を用いた遠隔会議）
一般参加なし
開会挨拶：若尾政希（人間文化研究機構理事）
事業説明：小野塚航一（国立歴史民俗博物館）
趣旨説明：井上舞（神戸大学）
報告①： 中川未来（愛媛大学・愛媛資料ネット）「災

後・災間期における愛媛資料ネットの取
り組みと課題」

報告②：石田雅春（広島大学・広島歴史資料ネッ
トワーク）「西日本豪雨災害における広
島歴史資料ネットワークの活動につい
て」

報告③： 松岡弘之（岡山大学・岡山史料ネット）「西
日本豪雨と岡山史料ネット―現状と課題

（仮）」
討論・意見交換（司会：天野真志・国立歴史民　
俗博物館）
閉会挨拶：奥村弘（神戸大学）

3.	 関連行事の共催・協力等
・［共催］第 13 回震災資料の収集・公開に係わる

情報交換会（2023 年 12 月 1 日、於神戸大学
大学院人文学研究科学生ホール、オンライン開
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催、主催：神戸大学都市安全研究センター「災
害資料学の実践的研究―阪神・淡路大震災の知
見を基礎として―」（研究代表者・奥村弘）、阪
神・淡路大震災資料の保存・活用に関する研究
会、神戸大学附属図書館、共催：人間文化研究
機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト「歴
史文化資料保全の大学・共同利用機関ネット
ワーク事業」「歴史文化資料保全の大学・共同
利用機関ネットワーク事業」科学研究費補助金
特別推進研究「地域歴史資料学を機軸とした災
害列島における地域存続のための地域歴史文化
の創成」研究グループ（研究代表者・奥村弘）、
神戸大学異分野共創研究ユニット「歴史文化資
源の保全活用とデータ共有に向けた基盤研究」）

・［共催］第 22 回歴史文化をめぐる地域連携協議
会「地域歴史遺産を取り巻く多様な取り組み―
文化財保存活用地域計画を足がかりにして―」

（2024 年 1 月 21 日、於神戸大学瀧川記念学術
交流会館、主催：神戸大学大学院人文学研究科、
同地域連携センター、共催：兵庫県教育委員会、
人間文化研究機構ネットワーク型基幹研究プロ
ジェクト「歴史文化資料保全の大学・共同利用
機関ネットワーク事業」、科学研究費特別推進
研究「地域歴史資料学を機軸とした災害列島に
おける地域存続のための地域歴史文化の創成」

（研究代表者：奥村弘）研究グループ）
・その他、兵庫県内や愛媛県伊方町での史料調査

および報告会、金沢市内での水損史料ワーク
ショップへの参加等多数

（文責・井上舞）
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第 6 章

地域連携研究と研究成果の発信

地域連携センター年報
『LINK【地域・大学・文化】』の刊行

　2023 年 12 月 28 日付で第 15 号を発行した。
特集「自治体史編さんの現在―参加と活用の新し
い取り組み―」を組むことができた。またインタ
ビューシリーズの第４回、特別寄稿１本、フィー
ルドリポート２本、「LINK を読む」１本、展示評・
書評を２本掲載し、ページ数は 142 頁となった。
構成は以下の通り。

特集「自治体史編さんの現在―参加と活用の新し
い取り組み―」
　　　特集にあたって（井上舞・木村修二）
　　　奥村弘「どのように地域の歴史と向き合う

のか―体験的自治体史編さん論」

　　　成田雅俊「丹波篠山市史編さん事業の現状
と課題」

　　　廣井愛邦「三木市史の地域編とニュータウ
ンの自治体史の意義と課題について」

　　　高橋伸拓「自治体史収集資料の保存・公開・
活用―茨木市立文化財資料館 郷土史料室
の事例―」

　　　中村光夫「市史を読む会の課題―尼崎市で
の経験から―」

　　　河野未央「自治体史の「活用」の具体的手
法を考える―『たどる調べる尼崎の歴史』
を素材として―」

インタビューシリーズ「歴史研究の隣人たち」第
４回ジャーナリスト中村俊介氏（朝日新聞西部本
社福岡本部編集委員・インタビュー当時）
　　　古市晃「インタビューにあたって」
　　　インタビュー本文（司会；古市晃、同席；

市沢哲・井上舞・吉川圭太）
特別寄稿
　　　ションコイ・ガーボル「日本における「遺

産」と歴史学の関係についての考察」
　　　市原晋平（訳・解題）
フィールドリポート
　　　磯本宏紀「「鳴門の渦潮」調査研究プロジェ

クトの活動からその社会的意義を問う」
　　　田畑基「朝来市内の地域歴史遺産保存活動

の広がりについて」
LINK を読む
　　　西村慎太郎「古書店という「歴史研究の隣

人たち」考―書肆つづらや店主のインタ
ビューを読んで―」

時評・書評・展示評
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　　　【展示評】
　　　須藤宏「展示評　国立歴史民俗博物館企画

展示「いにしえが、好きっ！」
　　　【書評】
　　　天野真志「自治体史編纂と震災資料―『岩

沼市史 11 特別編Ⅲ震災』における震災叙
述―」

活動報告
　　　下箱石響「若林泰氏家文書における画像と

目録リストとの照合作業」
　　　吉川圭太「伊方原発設置反対運動資料の保

存・整理をめぐる現状と課題」
　　　井上舞「地域住民と協働した福崎町中島区

有文書の保全活用事業について」
　　　木村修二「人文学研究科古文書室架蔵文書

群の紹介（12）」
                              （文責・木村修二）

地域連携センタースタッフによる
日本学術振興会科学研究費助成事業

	○ 2019 年度～ 2022 年度科学研究費助成事業・
若手研究（B）「近世公家領における領主支
配の研究―近衛家領伊丹郷町を事例に―」（研
究代表者・加藤明恵）

	○ 2022 年度～ 2025 年度科学研究費助成事業・
基盤研究（C）「鉱山地域社会における人的
ネットワークからみる豪農商の活動に関する
基礎的研究」（研究代表者・井上舞）

講演会・市民講座等

姫路市大塩公民館文化講座での活動
　毎月第 4 水曜日 10 ～ 12 時に開催している、
姫路市大塩公民館文化講座「古文書サロン」にお
いて、室山京子が松下正和とともに講師を勤め、

江戸時代の大塩地区の地域史料を読み解き、情報
交換をする活動に取り組んだ。

（文責・室山京子）

いなみの学園での講義
　2023 年 6 月 8 日、兵庫県いなみ野学園におい
て、「兵庫の偉人～柳田國男とその兄弟～」と題
する講義を行った。

（文責・井上舞）

かみかわ銀の馬車道まちづくり協議主催の講演
　2023 年 9 月 23 日、神河町竹内邸において、
かみかわ銀の馬車道まちづくり協議主催の講演会
で「地域の歴史を知る、活かす、伝える」と題し
た講演を行った。

（文責・井上舞）

岡山県立笠岡市中央公民館自主講座での講義
　毎月第 4 日曜日 13 時半～ 15 時に開催してい
る「古文書を読み解こう」で、室山京子が講師を
勤めた。

（文責・室山京子）

令和 5 年度文化講演会での講演（予定）
　2024 年 3 月 16 日（土）に、八尾市内において、
松本充弘が「幕末政局と八尾―将軍上洛と助郷訴
願―」と題した講演を行う予定である。

（文責・松本充弘）
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地域連携センタースタッフ・協力者

奥村　　弘　神戸大学理事（組織連携担当）・副学長。人文学研究科教授。日本近代史。
市澤　　哲　人文学研究科教授。日本中世史。
古市　　晃　人文学研究科教授。日本古代史。
吉川　圭太　人文学研究科講師。日本近現代史。
木村　修二　人文学研究科特命講師。日本近世史。
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